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前
週
ま
で
の
天
気
予
報
と
は
相
違
し
て
、

雲
一
つ
な
い
快
晴
と
な
っ
た
平
成
二
九
年

六
月
三
日
（
土
）、
新
宿
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ

テ
ル
で
第
四
十
一
回
川
辺
高
等
学
校
東
京

同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
総
会
に
は
、
大
坪
憲
市
本
部
同
窓
会

会
長
、
東
郷
孝
仁
校
長
先
生
、
下
園
俊
郎

先
生
、
恩
師
の
柿
本
和
義
氏
が
、
来
賓
と

し
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
前
日
に

は
、
役
員
有
志
と
の
交
流
会
が
催
さ
れ
、

母
校
の
現
状
や
課
題
な
ど
に
つ
い
て
熱
の

入
っ
た
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
会
・
懇
親
会
の
参
加
者
数
は
、
最
終

的
に
、
来
賓
を
含
め
て
昨
年
と
ほ
ぼ
同
数

の
百
九
十
三
名
に
達
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
、
福
岡
同
窓
会
の
事

務
局
長
も
務
め
ら
れ
る
、
昭
和
四
十
九
年

卒
の
南
谷
洋
至
弁
護
士
に
よ
る
「
私
の
今
、

こ
こ
、
自
分　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
」
と
題
さ
れ

た
特
別
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開

始
早
々
に
会
場
は
満
席
と
な
り
、
予
備
の

椅
子
も
足
り
ず
、
や
む
な
く
立
っ
て
聴
く

参
加
者
も
出
る
ほ
ど
で
し
た
。

　

南
谷
弁
護
士
は
、
司
法
試
験
に
合
格
す

る
ま
で
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
ウ
ィ
ッ
ト

に
と
ん
だ
語
り
口
で
紹
介
し
、
時
折
、
会

場
か
ら
は
笑
い
声
も
出
て
い
ま
し
た
。

　

お
話
の
中
で
、
知
覧
で
起
こ
っ
た
い
じ

め
自
殺
事
件
の
弁
護
を
担
当
さ
れ
た
と
き

に
、
被
告
（
加
害
者
）
側
に
立
っ
て
弁
護

す
る
姿
勢
を「
鬼
に
な
っ
て
で
も（
事
実
）

と
向
き
合
う
」
と
説
明
さ
れ
た
の
が
、
と

も
す
れ
ば
マ
ス
コ
ミ
に
影
響
さ
れ
て
、
原

告
（
被
害
者
）
の
立
場
か
ら
見
が
ち
な
身

に
と
っ
て
は
極
め
て
印
象
的
で
し
た
。

　

続
い
て
総
会
会
場
に
お
い
て
、
母
校
か

ら
出
席
さ
れ
た
下
園
俊
郎
先
生
に
よ
る
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。
十
五

分
と
い
う
短
い
時
間
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

充
実
し
た
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
大
平
会
長
を
議
長
と
し
て
総

会
の
議
事
に
移
り
、
会
務
報
告
で
は
、
東

京
同
窓
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
し
く
開

設
し
た
こ
と
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
開
始

な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
次
の
会
計
報

告
、
会
計
監
査
報
告
に
続
い
て
、
大
平
会

長
、
南
谷
副
会
長
、
川
村
副
会
長
の
退
任

と
小
原
会
長
、
森
山
、
峯
苫
、
松
永
、
岡

本
の
四
氏
を
新
た
に
副
会
長
と
し
て
選
任

す
る
案
を
骨
子
と
す
る
役
員
改
選
の
議
案

提
出
が
行
わ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
小
原
新
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

退
任
さ
れ
た
役
員
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
業
績
に
対
す
る
謝
意
を
表
す
と
、
会
場

の
参
加
者
か
ら
は
盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
新
会
長
の
決
意
表
明

と
会
員
へ
の
応
援
・
協
力
の
お
願
い
に
続

き
、
新
役
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
懇
親
会
は
、
年
度
幹
事
で
あ
る
昭

和
四
十
九
年
卒
の
有
馬
正
史
さ
ん
と
下
園

郁
代
さ
ん
の
司
会
で
始
ま
り
、
大
坪
本
部

同
窓
会
会
長
よ
り
、
東
京
同
窓
会
の
協

力
・
支
援
に
対
す
る
感
謝
と
、
母
校
へ
の

支
援
を
ハ
ー
ド
的
な
形
か
ら
奨
学
金
の
よ

う
な
ソ
フ
ト
的
な
形
へ
移
行
す
る
構
想
の

紹
介
を
含
め
た
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
を
活

用
し
た
、
南
九
州
市
の
高
校
へ
の
支
援
、

二
〇
二
〇
年
創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業

へ
の
積
極
的
な
支
援
も
要
請
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
東
郷
校
長
先
生
が
、
平
成
二

十
九
年
の
大
学
合
格
者
数
な
ど
、
母
校
の

現
況
を
紹
介
さ
れ
た
あ
と
、
東
京
同
窓
会

四
十
周
年
を
記
念
し
、
母
校
支
援
を
目
的

と
し
た
寄
付
金
目
録
が
東
郷
校
長
先
生
に

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
昭
和
三
十
二
年
卒
の
鰺
坂
悟

郎
先
輩
の
音
頭
で
、
参
加
者
が
待
ち
か
ね

て
い
た
乾
杯
を
行
っ
た
後
、
年
次
別
に
分

か
れ
た
テ
ー
ブ
ル
で
の
懇
談
に
移
り
ま
し

た
。

　

い
つ
も
の
刺
身
こ
ん
に
ゃ
く
、
つ
け
揚

げ
が
並
び
、
ホ
テ
ル
の
料
理
も
運
ば
れ
、

用
意
の
イ
モ
焼
酎
も
加
わ
っ
て
、
ど
の

テ
ー
ブ
ル
も
一
挙
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

宴
た
け
な
わ
に
さ
し
か
か
り
、
有
志
の

女
性
陣
が
着
物
や
ハ
ッ
ピ
姿
で
、
テ
ー
ブ

ル
の
間
を
縫
っ
て
「
河
内
お
と
こ
節
」「
炭

坑
節
」「
お
は
ら
節
」
な
ど
を
踊
り
始
め
ま

し
た
。
途
中
か
ら
は
待
ち
構
え
て
い
た
男

性
陣
も
踊
り
の
輪
に
加
わ
り
、
会
場
は
熱

気
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
終
盤
に
は
、
新
旧
の
校
歌
を

会
場
全
員
で
斉
唱
し
、
昭
和
三
十
四
年
卒

の
泊
昭
八
郎
先
輩
が
音
頭
を
取
っ
て
の
万

歳
三
唱
の
あ
と
、
昭
和
四
十
一
年
卒
の
峯

苫
新
副
会
長
に
よ
る
閉
会
の
あ
い
さ
つ
を

も
っ
て
第
四
十
一
回
東
京
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

（
昭
和
四
十
一
年
卒　

森
山
副
会
長
記
）

新
た
な
挑
戦
に
向
け
て
！
　
小
原
新
執
行
部
発
足

新
た
な
挑
戦
に
向
け
て
！
　
小
原
新
執
行
部
発
足

第41回
総　 会
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会
員
各
位
に
は
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
平
素
は
格
別
な
ご
高

配
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
四
十
一
回
総
会
懇
親
会
は
、
去
る
六
月

三
日
、
総
勢
百
九
十
三
名
が
集
い
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご
同
慶
の
至
り
に
存
じ

ま
す
。
私
、
こ
の
総
会
に
於
い
て
会
長
職
を

拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
菲
才

の
身
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
粉
骨
砕
身
し
て

職
務
を
全
う
し
て
参
り
ま
す
。
何
卒
、
今
後

と
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
会
会
則
に
は
、
そ
の
目
的
を
「
親
睦
と

母
校
へ
の
貢
献
」
と
謳
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
懇
親
会
の
開
催
・
会
報
誌

発
行
等
で
、
会
員
相
互
の
親
睦
に
努
め
、
情

報
交
換
の
場
を
提
供
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
別
の
視
点
か
ら
当
会
を
俯
瞰
す

る
と
「
期
待
さ
れ
る
同
窓
会
」
の
姿
が
浮
か

ん
で
き
ま
す
。
世
代
間
交
流
、
多
種
多
様
な

同
窓
生
と
の
交
流
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
け
る

異
業
種
交
流
そ
の
も
の
で
す
。
異
業
種
交
流

会
に
は
「
あ
っ
！
そ
う
か
」
と
い
っ
た
「
何

か
を
気
付
く
」
事
や
「
自
己
変
革
」
を
期
待

し
て
集
ま
り
ま
す
。
実
に
多
種
多
様
な
集
団

で
あ
る
当
会
懇
親
会
は
「
何
か
を
気
付
き
」

「
自
己
変
革
」
を
促
す
舞
台
そ
の
も
の
で
す
。

　

ま
た
古
き
友
と
の
会
話
は
、
懐
か
し
い
思

い
出
と
共
に
、
熱
く
語
り
合
っ
た
「
夢
」「
目

標
」
と
い
っ
た
「
原
点
」
を
も
ほ
ろ
苦
く
も

思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　
「
期
待
さ
れ
る
同
窓
会
」
と
は
、
何
か
を

気
付
き
、
原
点
に
立
ち
返
り
、
自
己
変
革
を

呼
び
起
こ
す
。
そ
ん
な
自
ら
を
高
め
る
プ
ロ

セ
ス
の
あ
る
同
窓
会
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
当
会
懇
親
会
に
は
そ
の
舞
台
が
整
っ

て
い
る
の
で
す
。

　

団
塊
の
世
代
が
高
校
生
で
あ
っ
た
頃
の
十

八
才
人
口
は
二
百
数
十
万
人
、
今
や
そ
の
数

は
百
二
十
万
人
弱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
然

の
こ
と
な
が
ら
高
校
は
淘
汰
の
時
代
に
曝
さ

れ
、
百
十
余
年
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
母
校

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
母
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

本
部
同
窓
会
一
丸
と
な
っ
て
存
続
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
姿
に
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。

母
校
あ
っ
て
の
同
窓
会
、
当
会
も
そ
の
一
翼

を
担
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

卒
業
生
が
母
校
の
活
躍
に
勇
気
を
貰
う
の

と
同
様
に
、
卒
業
生
の
活
躍
は
母
校
に
希
望

と
勇
気
を
与
え
ま
す
。
あ
た
か
も
同
じ
Ｄ
Ｎ

Ａ
を
持
っ
た
、
遠
く
離
れ
た
二
つ
の
音
叉
が

共
鳴
す
る
か
の
よ
う
に
。
音
叉
は
共
鳴
箱
を

付
け
る
と
共
鳴
が
さ
ら
に
増
幅
し
ま
す
。
当

会
も
こ
の
共
鳴
箱
の
役
割
を
果
た
し
、
母
校

と
会
員
各
位
の
活
性
化
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
母
校
川
辺
高
等
学

校
の
発
展
と
会
員
各
位
の
ご
多
幸
を
祈
念
し
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

我
ら
が
母
校
の
鹿
児
島
県
立
川
辺
高
等

学
校
は
、
明
治
三
三
年
（
西
暦
一
九
○
○

年
）
春
、
地
域
住
民
の
絶
大
な
る
熱
意
で

鹿
児
島
県
立
第
四
中
学
校
と
し
て
創
立
さ

れ
ま
し
た
。
以
来
、
一
一
七
年
の
歴
史
と

伝
統
を
誇
り
、
卒
業
生
二
万
数
百
名
を
輩

出
し
て
き
ま
し
た
。

　

川
辺
高
等
学
校
東
京
同
窓
会
は
、
本
年

六
月
の
総
会
に
お
い
て
、
大
平
政
弘
会
長

よ
り
長
年
幹
事
長
と
し
て
ご
貢
献
さ
れ
た

小
原
東
洋
明
新
会
長
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
、

お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
新
役
員
の
体
制
が
ス

タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
い
つ
も

母
校
に
対
し
て
一
方
な
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご

協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
後

も
小
原
会
長
を
中
心
に
、
川
辺
高
等
学
校

発
展
の
為
、
お
力
添
え
下
さ
い
ま
す
よ
う

伏
し
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

母
校
の
現
状
で
す
が
、
今
年
九
六
名
卒

業
中
、
国
公
立
大
に
三
三
名
（
短
大
を
含

む
）
合
格
・
医
療
系
専
門
学
校
三
三
名
・

そ
の
他
私
立
大
学
・
職
業
能
力
大
学
等
、

ほ
と
ん
ど
が
希
望
す
る
進
路
に
進
む
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
、
東
郷
校
長
先
生
の
指

導
の
も
と
、
先
生
方
の
献
身
的
努
力
の
た

ま
も
の
で
あ
り
、
私
た
ち
同
窓
生
も
誇
ら

し
く
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

部
活
で
は
全
校
生
徒
の
八
○
％
以
上
が

部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
特
に
な
ぎ
な
た

部
は
常
に
県
下
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
す
。

野
球
部
・
テ
ニ
ス
部
・
バ
レ
ー
部
・
水
泳

部
・
音
楽
部
・
書
道
部
・
Ｅ
Ｓ
Ｓ
部
等
も

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
九
年
度
は
募
集
者
数
一
二
○
名

に
対
し
、
九
八
名
の
入
学
者
で
、
少
子
化

現
象
の
影
響
下
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
ま
す
が
、
平
成
三
○
年
度
の
受
験
者

数
は
、
過
去
、
最
も
少
な
く
危
機
的
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

二
○
二
○
年
四
月
に
は
創
立
一
二
○
周

年
を
迎
え
ま
す
。
同
窓
会
本
部
で
は
、
近

い
う
ち
に
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
一

二
○
周
年
事
業
や
一
○
年
に
一
度
の
浄
財

の
お
願
い
な
ど
検
討
い
た
し
ま
す
。

改
め
て
、
母
校
存
続
の
た
め
に
変
わ
ら
ぬ

お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

就
任
の
ご
挨
拶

　

小
原
　
東
洋
明

東
京
同
窓
会
長

昭
和
三
八
年
卒

川
辺
高
校
、
発
展
の
た
め

皆
様
の
絶
大
な
る
お
力
添
え
を
！

　

大
坪
憲
市

同
窓
会
会
長

昭
和
四
一
年
卒
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故
郷
川
辺
の
夏
は
例
年
に
も
増
し
て
、

今
年
は
暑
い
も
の
で
し
た
。
恒
例
の
川
辺

祇
園
祭
、
花
火
大
会
で
暑
気
払
い
を
さ
れ

た
方
も
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
八
月
十
五
日
の
終
戦
の
日
は
、

知
覧
平
和
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
本
校

の
二
年
生
が
出
場
し
、
落
ち
着
い
て
平
和

の
尊
さ
を
立
派
に
訴
え
て
聴
衆
を
魅
了
し

て
い
ま
し
た
。
大
変
感
心
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
東
京
同
窓
会
の
皆
様
に
と
っ
て

の
今
年
の
夏
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た

か
。
六
月
の
総
会
で
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
東

京
同
窓
会
の
会
報
誌
「
神
戈
陵
第
四
十
一

号
」
の
発
刊
を
祝
し
、
一
言
御
挨
拶
申
し

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
、
私
が
機
会
を
捉
え
て
生
徒
や
職

員
に
話
し
て
い
る
こ
と
は
、「
深
化
と
進

化
」
と
い
う
言
葉
で
す
。
目
の
前
に
あ
る

様
々
な
課
題
に
対
し
て
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
、
そ
の
学
習
や
そ
の

職
務
を
「
深
め
る
」「
進
め
る
」
と
い
う
視

点
か
ら
入
っ
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
加
え
て
職
員
に
は
、「
一
工
夫
を
、

効
果
的
か
、
心
に
届
け
る
」
の
三
点
を
鑑

み
る
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
方
針
を
踏
ま
え
て
、
今
年

は
文
化
祭
を
初
め
て
土
曜
日
開
催
と
し
ま

し
た
。
多
く
の
地
域
の
方
々
が
参
観
に
来

ら
れ
、
大
盛
況
で
し
た
。
一
年
生
の
浅
田

真
央
さ
ん
を
描
い
た
モ
ザ
イ
ク
壁
画
、
二

年
生
の
地
元
の
特
産
品
を
中
心
と
す
る
バ

ザ
ー
、
三
年
生
の
演
劇
や
ダ
ン
ス
、
図
書

委
員
会
等
の
各
種
委
員
会
の
発
表
や
音

楽
・
美
術
・
書
道
等
文
化
系
ク
ラ
ブ
の
発

表
、
保
護
者
の
皆
様
に
よ
る
「
母
ち
ゃ
ん

食
堂
」
等
、
例
年
以
上
に
意
欲
的
で
活
気

に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
東
京
同
窓
会
の

会
員
の
皆
様
も
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ

い
ま
せ
。
母
校
は
待
っ
て
い
ま
す
よ
。
ま

た
、
校
史
資
料
室
も
整
理
し
案
内
板
等
も

整
備
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
帰
郷
の
際
に
は
、
是
非

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
同
窓
会

の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
母
校
の
教
育
活

動
に
深
い
御
理
解
と
多
大
な
御
支
援
を

賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対
し
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
併
せ
て
東
京
同
窓
会

の
益
々
の
御
発
展
を
祈
念
し
擱
筆
し
ま
す
。

　

今
年
度
、
人
事
異
動
で
鹿
児
島
県
立
川

辺
高
等
学
校
に
赴
任
し
約
五
カ
月
が
た
ち

ま
し
た
。
前
任
校
は
、
鹿
児
島
県
立
喜
界

高
等
学
校
で
商
業
科
の
担
任
を
三
年
間
受

け
持
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
様
々
な

家
庭
環
境
で
育
つ
生
徒
一
人
一
人
と
向
き

合
い
、
多
く
の
困
難
を
と
も
に
乗
り
越
え
、

時
に
は
と
も
に
涙
し
本
当
に
多
く
の
こ
と

を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

川
辺
に
は
妻
・
娘
と
三
人
で
参
り
、
初

め
は
ど
の
よ
う
な
所
か
わ
か
ら
ず
戸
惑
い

ま
し
た
が
、
親
切
な
地
域
の
方
々
の
お
か

げ
で
、
す
ぐ
に
川
辺
の
生
活
に
慣
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

川
辺
高
等
学
校
で
す
が
、
ま
ず
生
徒
達

の
純
朴
さ
に
感
動
し
て
い
ま
す
。
こ
の
生

徒
達
と
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
感

激
し
、
彼
等
を
育
ん
で
い
る
こ
の
地
の
す

ば
ら
し
さ
を
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

同
僚
の
先
生
方
も
教
育
に
対
し
て
と
て
も

熱
心
で
、
日
々
先
生
方
の
御
指
導
を
拝
見

し
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

本
年
六
月
に
は
、
川
辺
高
等
学
校
東
京

同
窓
会
の
総
会
・
懇
親
会
に
も
出
席
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
川
辺
高
校
に
つ
い
て
少
し
は
分
か
っ
て

い
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
同
窓

の
先
輩
方
と
直
接
お
会
い
し
お
話
を
伺
っ

て
、
全
く
わ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
が

付
き
ま
し
た
。
歴
史
と
伝
統
を
肌
で
感
じ
、

川
辺
高
校
で
指
導
で
き
る
こ
と
の
喜
び
と

責
任
を
よ
り
感
じ
て
お
り
ま
す
。
偉
大
・

立
派
な
先
輩
方
に
続
き
、
歴
史
と
伝
統
あ

る
川
辺
高
校
を
卒
業
す
る
生
徒
を
育
む
た

め
、
芸
術
と
い
う
立
場
か
ら
小
中
学
校
・

地
域
と
の
連
携
を
は
か
り
、
微
力
で
は
あ

り
ま
す
が
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
事
務
局
）

　
「
下
園
先
生
フ
ル
ー
ト
演
奏
写
真
」

（
下
園
先
生
は
総
会
前
に
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
と
し
て
、
素
敵
な
フ
ル
ー
ト
演
奏
と
歌

唱
を
御
披
露
頂
き
ま
し
た
。）

「
深
化
と
進
化
」

　

東
郷
孝
仁

川
辺
高
等
学
校
校
長

「
神
戈
陵
第
四
十
一
号
」
に
寄
せ
て

　

下
園
俊
郎

川
辺
高
等
学
校
教
諭
（
音
楽
担
当
）
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加
世
田
高
校
在
学
中
か
ら
、
川
辺
高
校

は
一
目
置
く
学
校
で
あ
り
、
ラ
イ
バ
ル
で

も
あ
り
ま
し
た
。
在
職
三
校
目
で
し
た
。

私
も
若
く
て
張
り
切
っ
て
い
ま
し
た
。
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
顧
問
と
し
て
毎
日
暗
く

な
る
ま
で
鍛
た
え
た
り
、
夏
の
合
宿
で
は

教
室
の
板
の
間
で
、
部
員
の
為
に
寝
ず
の

番
を
し
た
も
の
で
す
。

　

担
当
教
科
は
国
語
で
し
た
。
漢
文
の
教

科
書
の
音
読
を
全
員
に
職
員
室
で
さ
せ
ま

し
た
。
一
人
ひ
と
り
に
接
す
る
よ
い
機
会

で
も
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
能
力
も
理

解
で
き
て
、
真
の
教
育
に
近
づ
け
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

　

学
校
の
近
く
の
住
宅
に
は
、
生
徒
達
が

よ
く
来
て
く
れ
て
、
心
配
事
や
悩
み
を
話

し
て
く
れ
た
り
、
入
試
に
失
敗
し
た
ら
、

家
に
帰
れ
な
い
と
泣
い
て
来
た
り
し
て
、

一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
五
校
目
六
校
目
が
受
験
指
導
中
心
で

あ
っ
た
の
に
比
べ
て
、
川
辺
で
は
教
育
の

本
道
に
近
づ
け
た
か
と
自
己
満
足
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
生
徒
さ
ん
達
が
す
ば
ら
し

か
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

伝
統
あ
る
川
辺
高
校
の
同
窓
会
に
二
回

も
招
待
し
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
ご
出
席
の
方
々
が
多
士
済
々
で
、
全

く
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
お
一
人
お
ひ
と

り
が
ご
立
派

で
あ
る
だ
け

で
な
く
、
同

窓
生
と
し
て

よ
く
ま
と

ま
っ
て
お
ら

れ
る
と
い
う

こ
と
が
、
ま

た
素
晴
ら
し

い
と
思
い
ま

し
た
。

　

東
京
同
窓
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
ご
健
勝
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま

す
。
東
京
同
窓
会
は
こ
の
六
月
の
総
会
も

多
数
の
方
の
ご
出
席
を
頂
き
盛
大
に
開
催

で
き
ま
し
た
。
会
員
、
ご
来
賓
、
ま
た
運

営
に
か
か
わ
っ
た
役
員
幹
事
の
皆
様
に
対

し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
今
総
会
で
二
期
四
年
の
任

期
到
来
を
機
に
、
会
長
を
退
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

思
い
返
し
ま
す
と
、
昭
和
五
十
年
室
屋

数
盛
先
輩
の
下
で
東
京
同
窓
会
創
立
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
が
会
と
の

か
か
わ
り
の
始
ま
り
で
し
た
。
地
方
勤
務

に
な
っ
た
た
め
に
第
一
回
の
会
に
は
出
席

で
き
ず
、
ま
た
、
そ
の
後
の
運
営
を
手
伝

う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
副
会

長
四
年
会
長
四
年
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
四
年
間
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
総
会
は
毎
回
二
百
名
前
後
の

会
員
が
出
席
さ
れ
て
盛
況
で
し
た
し
、
創

立
四
十
周
年
お
よ
び
記
念
誌
の
発
行
も
無

事
了
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
会
の
財

務
は
飛
躍
的
に
強
化
で
き
ま
し
た
。
幹
事

や
評
議
員
は
さ
す
が
伝
統
校
の
卒
業
生
だ

け
に
皆
優
秀
で
快
活
で
、
幹
事
会
や
評
議

員
会
な
ど
諸
会
合
は
、
い
つ
も
楽
し
い
会

で
し
た
。
母
校
へ
は
ク
ラ
ブ
活
動
へ
さ
さ

や
か
な
が
ら
協
力
金
を
差
し
上
げ
、
後
輩

が
全
国
大
会
出
場
の
際
に
は
応
援
団
を
派

遣
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
全
て
会
員
の
皆

さ
ま
の
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
こ
の
間
に
本
田
元
会
長
、
川
口

幹
夫
先
輩
は
じ
め
多
く
の
立
派
な
先
輩
を

喪
い
ま
し
た
。
会
員
は
高
齢
化
し
会
員
数

も
毎
年
減
少
し
て
い
ま
す
。
母
校
も
入
学

志
願
者
の
減
少
に
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

東
京
同
窓
会
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下

で
会
員
の
親
睦
を
図
り
、
母
校
に
物
心
両

面
の
支
援
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

小
原
会
長
を
中
心
に
幹
事
の
皆
さ
ん
ぜ
ひ

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
会
員
の
皆
様
と
事
務
局
の
盈

進
社
下
園
典
子
社
長
に
感
謝
し
、
東
京
同

窓
会
の
一
層
の
発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

川
辺
高
校
の
思
い
出

　

柿
本
和
義

恩
師

会
長
退
任
に
あ
た
っ
て

　

大
平
政
弘

前
会
長

昭
和
三
十
四
年
卒
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こ
の
度
、
後
期
高
齢
者
と
な
り
健
康
上

の
理
由
も
あ
っ
て
、
副
会
長
を
退
任
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

退
職
し
て
ほ
っ
と
一
息
し
て
い
た
時
、

当
時
の
鰺
坂
副
会
長
か
ら
役
員
を
と
い
う

電
話
を
受
け
て
以
来
、
会
計
監
事
・
副
会

長
と
一
○
年
間
務
め
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
の
間
優
れ
た
先
輩
後
輩
の
形
骸
に

接
す
る
こ
と
が
で
き
て
誠
に
有
難
く
感
謝

す
る
の
み
で
あ
り
ま
す
。
先
日
同
級
生

だ
っ
た
女
性
か
ら
「
高
校
で
は
我
々
は
戦

友
だ
っ
た
は
ず
で
は
な
い
か
！
」
と
い
う

言
葉
を
聞
き
は
っ
と
し
た
が
、
神
戈
陵
の

下
で
学
ん
だ
同
窓
生
み
ん
な
何
と
も
言
え

な
い
強
い
き
ず
な
で
結
ば
れ
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
役
員
と

い
う
後
ろ
盾
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
、
五
○

年
近
く
疎
遠
だ
っ
た
母
校
川
辺
高
校
と
の

距
離
が
大
い
に
縮
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

卒
業
式
な
ど
母
校
を
訪
ね
る
機
会
も
増
え
、

現
地
同
窓
会
、
ふ
る
さ
と
会
へ
の
参
加
な

ど
で
ふ
る
さ
と
を
思
い
や
る
気
持
ち
も
ま

す
ま
す
強
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
一
○
年
間
で
残
念
な
が
ら
少
子
化

の
影
響
も
あ
り
、
母
校
は
募
集
定
員
が
五

ク
ラ
ス
二
○
○
名
か
ら
三
ク
ラ
ス
一
二
○

名
ま
で
減
り
、
存
亡
の
危
機
が
一
層
強
く

叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
事
な

が
ら
、
川
辺
高
校
は
父
・
叔
父
・
叔
母
・

兄
弟
五
人
が
学
び
、
青
春
の
血
を
た
ぎ
ら

せ
た
学
び
舎
だ
け
に
、
母
校
の
盛
衰
は
他

人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

遠
く
関
東
の
地
に
在
っ
て
、
我
が
東
京

同
窓
会
は
歴
代
会
長
・
副
会
長
は
も
と
よ

り
、
特
に
近
年
は
幹
事
長
の
卓
越
し
た
縁

の
下
の
働
き
で
、
総
会
・
会
報
・
母
校
支

援
と
、
他
地
区
同
窓
会
・
近
隣
他
高
同
窓

会
か
ら
も
羨
ま
し
が
ら
れ
る
ほ
ど
の
充
実

し
た
活
動
ぶ
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
母
校
が
三
ク
ラ
ス
を
堅
持
し
な
が

ら
、
山
椒
は
小
粒
で
も
辛
い
の
実
績
を
示

し
つ
つ
あ
る
中
で
、
我
が
東
京
同
窓
会
も

厳
し
い
で
す
が
、
伝
統
を
堅
持
し
新
し
い

歴
史
を
築
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
切
に
願

う
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

東
京
同
窓
会
副
会
長
と
い
う
役
職
に
つ

い
て
六
年
。
こ
の
度
、
役
員
を
退
任
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
会
員
の
皆
様
、
役
員
の
皆
様

に
い
ろ
い
ろ
助
け
ら
れ
、
今
日
を
迎
え
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
で
す
。

　

二
十
年
位
前
で
し
ょ
う
か
、
五
十
才
代

の
頃
で
す
。〝
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
と
私
〟
と

い
う
題
で
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
我
が
青
春

と
神
戈
陵
に
載
せ
て
い
た
だ
い
た
頃
は
、

コ
ー
ト
を
走
り
廻
り
、
ダ
ッ
シ
ュ
や
ジ
ャ

ン
プ
を
こ
な
し
て
い
た
の
に
、
七
十
五
才

に
な
っ
た
今
で
は
、
東
京
で
の
役
員
会
に

出
席
す
る
の
も
、
少
し
疲
れ
を
感
じ
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

六
年
間
、
た
い
し
た
事
も
出
来
ず
退
任

し
ま
す
が
、
次
の
役
員
の
方
達
が
、
こ
れ

か
ら
先
、
頑
張
っ
て
い
か
れ
る
事
を
考
え

た
時
、
自
分
に
出
来
る
事
を
見
つ
け
て
何

か
し
な
け
れ
ば
…
…
と
。
年
相
応
の
運
動

に
切
り
か
え
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
参
加
し
、
社
会
に
恩
返
し
を
し
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
毎
年
の
同
窓
会
を
楽
し
み
に

い
つ
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
、
健
康
に
気

を
つ
け
て
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
本

当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

東
京
同
窓
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

東
京
同
窓
会
の
伝
統　

南
谷
亘
英

昭
和
三
十
六
年
卒

東
京
同
窓
会
に
感
謝

　

川
村
敦
代

昭
和
三
十
六
年
卒
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「
私
の
今
、
こ
こ
、
自
分
、Part

Ⅱ
」

と
い
う
演
題
は
、「
今
、
こ
こ
、
自
分
の

合
計
が
人
生
」
だ
と
い
う
相
田
み
つ
を
さ

ん
の
言
葉
に
感
動
し
拝
借
し
た
も
の
で
す
。

同
じ
演
題
で
、
本
校
開
校
百
十
周
年
記
念

講
演
で
お
話
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
の
で
、

Part

Ⅱ
と
致
し
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い

後
輩
や
、
大
先
輩
方
に
、
私
が
お
話
で
き

る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
自
ら
の
人
生
を

さ
ら
け
出
す
こ
と
し
か
な
い
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。

　

私
を
司
法
試
験
浪
人
か
ら
弁
護
士
に
し

て
く
れ
た
思
い
出
の
一
言
は
、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
の
人
事
部
長
さ
ん
か
ら
口
頭
試
験

の
前
に
戴
い
た
「
は
い
。
す
み
ま
せ
ん
。

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
十

分
バ
イ
！
」
と
い
う
言
葉
で
し
た
。
こ
の

三
つ
の
言
葉
を
呪
文
の
よ
う
に
唱
え
る
と

不
思
議
に
心
が
落
ち
着
き
、
難
関
の
口
頭

試
験
も
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ど
ん
な
と
き
も
、「
は
い
」
と
い
う
素
直

さ
で
向
き
合
う
こ
と
、
過
ち
に
気
づ
い
た

ら
、
即
、「
す
み
ま
せ
ん
」
と
い
う
謙
虚

さ
を
忘
れ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、
ど
ん
な

と
き
も
、「
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と

感
謝
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
教
わ
り
ま
し

た
。
こ
の
簡
単
な
三
つ
の
言
葉
が
、
司
法

試
験
合
格
証
よ
り
も
、
も
っ
と
貴
重
な
人

生
の
運
転
免
許
証
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
に
兄
南
谷
知
成
弁
護
士
の
事

務
所
に
就
職
し
、
弁
護
士
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
平
成
十
一
年
に
独
立
し
て
現
在

に
至
り
ま
す
が
、
そ
の
間
、
多
く
の
人
と

事
件
に
出
会
い
ま
し
た
。
思
い
出
に
残
る

事
件
は
、
依
頼
人
の
皆
様
の
数
だ
け
あ
り

ま
す
が
、
そ
の
中
で
、
基
本
的
に
マ
ス
コ

ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
事
件
を
お
話
の
題

材
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す
で
に
公

知
の
事
実
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
守
秘
義

務
を
離
れ
、
す
こ
し
突
っ
込
ん
で
言
及
で

き
る
か
ら
で
す
。

①
日
本
で
最
初
に
裁
判
と
な
っ
た
セ
ク
ハ

ラ
事
件
で
は
、
日
本
で
最
初
に
女
性
を
た

て
た
弁
護
士
（
負
け
た
弁
護
士
）
に
な
り

ま
し
た
が
、
企
業
や
、
大
学
等
か
ら
の
講

師
依
頼
が
、
未
だ
に
あ
る
か
ら
不
思
議
で

す
。
兄
は
、「
お
な
ご
に
逆
ら
う
な
が
家

訓
で
す
も
ん
ね
。」
と
言
っ
て
マ
ス
コ
ミ

を
煙
に
巻
い
て
お
り
ま
し
た
。
ア
グ
ネ
ス

チ
ャ
ン
と
の
対
談
企
画
も
断
り
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
女
性
に
弱
い
マ
ザ
コ
ン
南
谷

兄
弟
で
す
。

②
三
菱
化
成
黒
崎
工
場
の
保
全
課
従
業
員

が
肺
が
ん
で
死
亡
し
た
こ
と
は
、
保
全
業

務
が
原
因
と
は
い
え
な
い
と
し
て
労
災
不

支
給
と
し
た
国
を
相
手
に
、
そ
の
遺
族
の

奥
さ
ん
が
勝
っ
た
裁
判
は
、
兄
に
と
っ
て

も
私
に
と
っ
て
も
、
生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い

裁
判
で
す
。
先
輩
弁
護
士
か
ら
は
、「
医

証
が
足
り
な
い
か
ら
負
け
る
も
ん
ね
。」

と
言
わ
れ
た
裁
判
で
し
た
。
兄
か
ら
、
専

従
で
い
い
か
ら
最
終
準
備
書
面
を
書
い
て

く
れ
と
言
わ
れ
た
際
、
負
け
戦
を
押
し
つ

け
ら
れ
た
と
勝
手
に
腐
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
、
膨
大
な
訴
訟
資
料
の
中
で
、
奥

さ
ん
の
法
廷
で
の
涙
の
証
言
調
書
を
読
ん

だ
瞬
間
、
神
戈
陵
精
神
（
魂
）
が
自
然
に

湧
き
起
こ
り
、
腐
っ
た
自
分
を
恥
じ
ま
し

た
。
科
学
的
に
未
解
明
な
部
分
は
、
当
事

者
に
、
有
利
に
も
不
利
に
も
援
用
し
な
い

こ
と
が
公
平
で
あ
る
と
い
う
論
法
で
、
立

証
責
任
を
見
事
に
転
換
し
て
、
一
労
働
者

を
救
っ
た
歴
史
的
な
魂
の
判
決
へ
の
第
一

歩
で
し
た
。

③
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
オ
ー
バ
ー
で
正
面
衝

突
に
よ
り
受
傷
し
た
と
い
う
交
通
事
故
で
、

高
次
脳
機
能
障
害
な
ど
と
い
う
言
葉
す
ら

な
か
っ
た
と
き
に
、
高
次
脳
機
能
障
害
に

光
を
あ
て
て
、
性
格
の
変
化
も
損
害
で
あ

る
と
認
め
た
画
期
的
な
判
決
も
戴
き
ま
し

た
。

④
あ
る
少
年
事
件
で
は
、「
悪
い
こ
と
す

る
な
。
反
省
し
な
さ
い
。」
な
ど
と
い
う

教
科
書
的
な
言
葉
が
一
切
無
力
で
あ
る
こ

と
を
教
わ
り
ま
し
た
。
あ
る
日
、
玄
関
で

靴
を
そ
ろ
え
て
い
る
少
年
を
見
て
、
教
育

熱
心
な
母
親
が
、
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

何
時
ま
で
も
子
ど
も
と
思
っ
て
い
た
少
年

の
そ
の
姿
に
、「
大
人
」
を
見
た
の
で
す
。

母
親
が
、
自
分
の
子
ど
も
と
の
接
し
方
に

問
題
が
あ
っ
た
こ
と
に
気
付
い
た
瞬
間
で

特
別
講
演
「
私
の
今
、
こ
こ
、
自
分
、Part

Ⅱ
」

�

昭
和
四
十
九
年
卒　

弁
護
士　

南
谷
洋
至
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し
た
。

⑤
あ
る
強
盗
致
傷
事
件
で
、
重
傷
の
被
害

者
に
被
告
人
の
情
状
証
人
と
し
て
法
廷
で

証
言
し
て
も
ら
え
た
と
い
う
信
じ
ら
れ
な

い
出
来
事
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
被
害
者

は
、
星
の
王
子
様
で
も
有
名
な
サ
ン
テ
グ

ジ
ュ
ペ
リ
の
小
説
「
人
間
の
土
地
」
を
薬

物
中
毒
の
被
告
人
に
差
し
入
れ
る
な
ど
し

て
、
神
の
手
を
差
し
伸
べ
ら
れ
ま
し
た
。

⑥
日
本
で
最
初
の
教
師
に
よ
る
い
じ
め
事

件
に
つ
い
て
は
、「
で
っ
ち
上
げ
」
と
い

う
本
が
出
て
い
ま
す
の
で
、
ご
一
読
戴
け

れ
ば
有
り
難
い
と
い
う
こ
と
で
講
演
で
は

割
愛
し
ま
し
た
。
そ
の
本
に
は
出
て
い
ま

せ
ん
が
、
事
件
の
十
年
後
に
、
依
頼
人
に

対
す
る
停
職
処
分
の
取
消
が
認
め
ら
れ
、

「
殺
人
教
師
」
と
ま
で
言
わ
れ
た
依
頼
人

の
無
罪
が
確
定
し
ま
し
た
。
長
い
闘
い
の

中
で
、
ど
こ
ま
で
も
事
実
に
謙
虚
で
あ
れ

と
い
う
教
訓
を
学
び
ま
し
た
。
フ
ジ
テ
レ

ビ
の
ビ
ー
ト
た
け
し
の
番
組
か
ら
の
オ

フ
ァ
ー
も
あ
り
ま
し
た
が
、
事
実
が
歪
む

の
で
お
断
り
し
ま
し
た
。

⑦
知
覧
い
じ
め
自
殺
事
件
で
は
、
家
庭
裁

判
所
で
最
も
重
い
処
分
を
受
け
た
少
年
の

代
理
人
に
な
り
ま
し
た
。
彼
は
、
他
の
少

年
ら
の
口
裏
合
わ
せ
の
犠
牲
に
な
っ
て
お

り
、
他
の
少
年
ら
の
依
頼
し
た
鹿
児
島
市

内
の
弁
護
士
に
は
依
頼
で
き
ず
、
福
岡
市

の
私
に
頼
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。
自

殺
し
た
少
年
の
ご
両
親
が
、
い
じ
め
た
同

級
生
と
知
覧
町
を
訴
え
た
事
件
で
、
途
中
、

い
じ
め
た
側
の
少
年
の
父
親
が
自
殺
す
る

な
ど
悲
劇
が
重
な
り
ま
し
た
。
判
決
で
は
、

い
じ
め
た
側
の
損
害
賠
償
責
任
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
裁
判
所
は
、
一
方
で
、「
四

割
の
過
失
相
殺
」
を
認
め
ま
し
た
。
親
の

側
に
も
四
割
の
責
任
が
あ
る
と
し
た
の
で

す
。講
演
で
は
、こ
の
四
割
の
根
拠
と
な
っ

た
衝
撃
的
事
実
に
つ
き
、
少
し
詳
し
く
お

話
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
が
、
と
て
も
本
稿

で
は
要
約
出
来
な
い
の
が
残
念
で
す
。
マ

ス
コ
ミ
は
、
業
界
内
の
不
文
律
に
従
い
、

「
親
の
責
任
」
に
つ
き
、
一
言
も
報
道
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
は
、
尊
敬
す
る
兄
南
谷
知
成
弁
護
士

か
ら
、
生
涯
に
亘
っ
て
導
き
の
印
と
な
る

大
切
な
言
葉
を
教
わ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

「
心
に
残
る
弁
護
士
に
な
れ
！
」
と
い
う

言
葉
で
す
。
何
を
も
っ
て
憶
え
ら
れ
た
い

か
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
し
ょ
う
が
、
こ
の

言
葉
ほ
ど
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
言
葉
は

あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
企
業
研
修
で
話
す

と
き
に
は
、
必
ず
、「
心
に
残
る
上
司
（
部

下
、
社
長
）
に
な
っ
て
下
さ
い
！
」
と
強

く
訴
え
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
言

葉
さ
え
感
得
す
れ
ば
、
セ
ク
ハ
ラ
、
パ
ワ

ハ
ラ
な
ど
起
こ
り
よ
う
が
な
い
と
信
じ
て

い
ま
す
。

　

私
の
自
慢
の
兄
は
、「
に
っ
く
き
相
手

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
あ
な
た
と
の
か
け

が
え
の
な
い
ご
縁
が
出
来
た
」
と
言
っ
て

は
、
い
つ
の
ま
に
か
、
依
頼
人
を
、
相
手

を
許
す
と
い
う
高
み
に
導
く
こ
と
の
で
き

る
達
人
で
あ
り
、
何
よ
り
も
、
愛
す
べ
き

川
辺
高
校
の
先
輩
で
す
。

　

東
京
同
窓
会
で
、
皆
様
に
お
会
い
で
き

て
、
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

　

皆
様
の
暖
か
い
ま
な
ざ
し
は
、
こ
れ
か

ら
生
涯
に
亘
り
心
の
糧
に
な
る
こ
と
は
間

違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

（
本
稿
は
六
月
三
日
、
第
四
十
一
回
総
会

に
於
い
て
実
施
さ
れ
た
特
別
講
演
の
要
旨

で
あ
る
）

語
り
部

昭
（
美
術
部
員
）

和
二
三
年
卒　

田
口
精
一

　

・
・
・
つ
ま
る
処
、
芸
術
に
完
成
は
無

い
。
死
ぬ
ま
で
求
め
続
け
る
し
か
な
い
。

偽
物
は
通
用
し
な
い
。
人
生
を
し
っ
か
り

生
き
て
来
ら
れ
た
お
客
様
を
甘
く
見
ち

や
ァ
い
け
ま
せ
ん
・
・
・
と
。
言
葉
が
で

な
い
。
真
顔
で
頷
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

方
々
を
前
に
私
は
天
を
仰
い
だ
。

　
「
パ
リ
祭
に
伊
豆
へ
来
て
、
僕
達
の
仲

間
に
滝
沢
（
修
）
さ
ん
の
お
話
を
・・・
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
た
の
が
去
年
の
「
ヒ
ロ

シ
マ
」
語
り
部
を
始
め
た
と
い
う
旧
友
と

の
二
八
年
ぶ
り
の
再
会
を
経
て
迎
え
た
前

夜
祭
の
会
場
。
予
て
か
ら
敬
愛
す
る
中
西

繁
画
伯
の
一
言
に
乗
っ
て
仕
舞
っ
た
結
果

が
こ
れ
だ
、
自
業
自
得
と
い
う
し
か
な
い
。

相
手
が
違
う
、
い
ま
、
話
さ
ね
ば
な
ら
な

い
の
は
、
わ
が
劇
団
の
仲
間
た
ち
で
は
な

い
か
！

　
「
お
前
、
若
い
連
中
が
何
考
え
て
る
か

分
か
る
か
？
」
旅
先
で
突
然
問
わ
れ
た
。

沈
黙
。「
苦
労
す
る
ぞ
。
ヘ
ッ
、
ざ
ま
ァ

見
ろ
」
嬉
し
そ
う
に
笑
っ
た
。
都
会
に
は

真
の
観
客
は
い
な
い
と
宣
言
、
一
座
を
立

陵
友
だ
よ
り
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ち
上
げ
て
地
方
巡
業
を
始
め
た
宇
野
（
重

吉
）
さ
ん
の
想
い
が
、
い
ま
、
痛
い
程
分

か
る
。

　
「
言
葉
に
は
必
ず
出
自
が
有
る
、
理
由

が
。
生
ま
れ
て
来
る
動
機
が
必
ず
あ
る
ん

だ
。
粗
末
に
扱
う
な
。
愛
す
る
恋
人
だ
と

思
っ
て
み
ろ
。
お
前
達
は
な
ん
て
冷
た
い

ん
だ
。
全
身
で
受
け
止
め
全
身
で
応
え

ろ
」
そ
し
て
「
本
当
か
嘘
か
、
そ
ん
な
の

聞
い
て
り
や
ァ
分
か
る
」
と
目
を
閉
じ
た
。

　

今
年
も
、盟
友
下
野
敏
見
兄
の
労
作『
鹿

児
島
ふ
る
さ
と
の
昔
話
』
が
送
ら
れ
て
来

た
、
三
巻
目
で
あ
る
。
柳
田
国
男
賞
の
第

一
回
受
賞
作
の
中
か
ら
永
年
に
わ
た
り
蒐

集
し
て
来
た
古
老
た
ち
の
昔
話
の
録
音

テ
ー
プ
を
起
し
活
字
に
し
て
呉
れ
て
い
る

の
だ
。
頭
が
下
が
る
。
あ
れ
程
苦
労
し
た

普
通
語
同
化
教
育
が
Ｔ
Ｖ
の
普
及
に
よ
っ

て
見
事
に
解
決
し
た
ら
、
今
度
は
「
お
国

訛
り
」
消
滅
の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
。

宇
野
さ
ん
が
愛
し
た
「
温
か
い
会
話
」
は

効
率
・
効
果
第
一
の
情
報
文
化
に
ど
っ
ぷ

り
浸
か
っ
て
今
で
は
厄
介
者
扱
い
だ
。

　

来
年
の
大
河
ド
ラ
マ
は
『
西
郷
ど
ん
』

と
の
事
。
方
言
以
上
に
役
づ
く
り
の
荒
廃

が
一
番
恐
ろ
し
い
。「
嘘
の
兵
隊
を
見
せ

ら
れ
る
の
は
拷
問
に
比
し
い
」
と
抗
議
を

受
け
た
の
は
何
年
前
だ
ろ
う
。
芸
術
に
営

業
が
介
入
し
当
た
り
前
に
な
り
、
省
略
、

不
要
と
ど
ん
ど
ん
軽
量
化
し
て
ゆ
く
。
嘆

い
た
処
で
解
決
は
無
い
。
体
験
者
に
よ
る

語
り
部
に
今
年
か
ら
参
入
「
兵
隊
ば
な

し
」
を
始
め
た
。
戦
中
派
の
生
き
残
り

『
我
々
諸
君
』
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
、

元
教
師
の
大
野
耕
一
兄
の
遺
稿
二
首
を
紹

介
し
て
ペ
ン
を
置
く
。

　

な
ま
な
ま
の
戦
語
り
を
噛
み
つ
づ
ぞ

　
　
　
　

世
紀
名
の
梨
甘
か
ら
ぬ
か
な

　

乏
し
き
を
ひ
た
悩
み
け
む
無
口
な
る

　
　
　
　

子
が
納
め
に
し
そ
の
銭
が
な
る

「
偶
然
は
必
然
か
」

昭
和
三
十
年
卒　

井
料
和
彦

　

人
生
を
長
く
や
っ
て
い
る
と
、
い
ろ
い

ろ
面
白
い
こ
と
や
不
可
解
な
事
が
あ
る
も

の
で
あ
る
。
私
に
は
ど
う
い
う
訳
か
偶
然

の
出
来
事
が
非
常
に
多
い
様
な
気
が
し
て

い
る
。
何
か
超
能
力
に
も
似
た
特
殊
な
能

力
が
有
る
の
か
と
思
い
た
く
な
る
の
で
す
。

或
い
は
「
テ
レ
パ
シ
ー
」（
カ
タ
カ
ナ
語
新

辞
典
に
よ
る
と
精
神
官
能
「
頭
の
中
で
考

え
た
こ
と
、
心
に
念
じ
た
こ
と
が
遠
く
の

人
に
伝
達
さ
れ
る
こ
と
」
と
あ
る
）
が
強

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
田
武
郎
氏
は
当
方
の
川
辺
高
校
時
代

の
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
で
、
何
年
か
前
の
同
窓

会
長
で
二
七
年
卒
の
故
本
田
雄
郎
さ
ん
の

弟
君
で
す
。
現
在
、
鹿
児
島
の
姶
良
市
に

お
住
ま
い
で
あ
る
。

　

以
前
、
事
情
が
有
っ
て
当
方
、
鹿
児
島

の
弟
妹
達
と
空
港
近
く
の
姶
良
市
に
あ
る

「
サ
ン
ピ
ア
あ
い
ら
」
と
言
う
厚
生
年
金

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
宿
泊
し
た
こ
と
が
あ
る
。

温
泉
で
あ
る
。

　

そ
の
近
く
に
住
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
た

本
田
氏
に
電
話
で
も
し
て
、
旧
交
を
あ
た

た
め
よ
う
と
考
え
て
、
東
京
を
出
る
と
き

か
ら
楽
し
み
に
し
て
出
か
け
た
。
入
浴
後

ロ
ビ
ー
で
い
つ
電
話
を
し
ょ
う
か
等
漠
然

と
考
え
な
が
ら
、
く
つ
ろ
い
で
い
た
の
で

す
。
そ
の
私
の
少
し
前
に
後
ろ
向
き
に

座
っ
て
、
何
か
を
読
ん
で
い
る
ら
し
い
白

髪
の
老
人
が
妙
に
気
に
な
っ
た
の
で
近
づ

い
て
み
た
ら
、
何
と
本
田
武
郎
氏
で
は
な

い
か
。
予
め
連
絡
し
て
い
た
訳
で
も
な
い

の
に
偶
然
出
会
っ
た
の
で
す
。
…
誌
面
に

限
り
が
有
っ
て
全
部
を
紹
介
で
き
な
い
が
、

ま
だ
他
に
も
覚
え
て
い
る
だ
け
で
、
七
～

八
件
あ
り
ま
す
。

～　
　
　

～　
　
　

～

　

ス
イ
ス
の
心
理
学
者
ユ
ン
ク
が
「
共
時

性
」（
河
合
隼
雄
氏
の
訳
語
）
と
称
し
て
、

同
じ
よ
う
な
偶
然
の
出
来
事
に
つ
い
て

「
時
間
的
に
意
味
の
あ
る
偶
然

4

4

4

4

4

4

4

の
一
致
」

と
言
っ
て
い
る
。
良
く
聞
く
「
虫
の
知
ら

せ
」
や
「
う
わ
さ
を
す
れ
ば
影
云
々
」
等

も
こ
の
類
だ
ろ
う
。
こ
の
「
意
味
の
あ
る

偶
然
」
を
当
方
、
科
学
的
に
は
説
明
つ
か

な
い
が
、
何
か
目
に
見
え
な
い
糸
で
結
ば

れ
て
い
る
必
然
で
は
な
い
か
と
解
釈
し
て

い
る
の
だ
が
。

南
米
航
路
の
思
い
出

昭
和
三
九
年
卒　

椎
原
健
郎

　

私
は
母
校
を
卒
業
し
て
当
時
農
林
省
所

管
の
水
産
大
学
校
に
入
り
、
い
わ
ゆ
る
船

乗
り
に
な
り
ま
し
た
。
配
属
さ
れ
た
の
は
、

成
績
も
思
わ
し
く
な
い
私
の
こ
と
で
す
か

ら
、
当
時
花
形
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
航
路
で

な
く
、
中
南
米
西
海
岸
航
路
の
船
で
し
た
。

同
じ
南
米
で
も
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
へ
向
か
う
東
海
岸
航
路
は
移
民
船
、
見

本
市
船
な
ど
話
題
性
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
ち
ら
は
ア
フ
リ
カ
航
路
と
同
様
で
、
エ

ル
サ
ル
バ
ド
ル
等
、
舌
を
か
む
様
な
名
前

の
国
ば
か
り
で
、
田
舎
の
ド
サ
回
り
の
３

カ
月
も
か
か
る
長
距
離
航
路
で
し
た
。

　

ハ
ワ
イ
経
由
で
南
米
に
向
か
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
伊
豆
大
島
の
南
か
ら
真
東

に
進
む
と
、
一
週
間
ほ
ど
で
水
平
線
に
ハ

ワ
イ
諸
島
が
現
れ
ま
す
。
常
夏
の
島
が
近

づ
く
に
つ
れ
テ
ン
シ
ョ
ン
も
一
段
と
上
が

り
ま
し
た
。
航
海
が
長
い
の
で
サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
で
給
油
を
し
ま
す
。
同
僚
と
街

に
出
て
、
信
号
待
ち
の
若
い
女
性
に
「
ハ

ア
ー
イ
」
と
手
を
振
れ
ば
、
ニ
ッ
コ
リ
と
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「
ハ
ア
ー
イ
」
と
返
し
て
く
れ
ま
し
た
。

バ
ー
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
た
と
き
、
他

の
客
が
何
本
か
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
ま

し
た
。
私
達
も
悪
い
と
思
い
少
し
多
め
に

お
返
し
を
し
た
ら
、
そ
の
倍
の
お
返
し
が

来
ま
し
た
。
お
腹
パ
ン
パ
ン
で
し
た
が
目

を
白
黒
さ
せ
て
全
部
飲
ん
で
船
に
帰
り
ま

し
た
。
良
い
時
代
の
ア
メ
リ
カ
で
す
。

　

陸
に
近
い
と
こ
ろ
を
走
る
の
で
鳥
が
船

に
寄
っ
て
き
ま
す
。
コ
ン
ド
ル
が
空
高
く

舞
い
、
ペ
リ
カ
ン
が
大
き
な
翼
を
広
げ
て

船
と
並
ん
で
飛
ぶ
姿
は
す
ご
か
っ
た
。
チ

リ
で
代
理
店
の
人
に
お
土
産
に
、
グ
ラ
ビ

ア
ア
イ
ド
ル
の
カ
レ
ン
ダ
ー
を
渡
す
と
、

な
か
な
か
受
け
取
ら
な
い
の
で
理
由
を
聞

く
と
、
申
し
訳
な
さ
そ
う
に
「
き
れ
い
だ

が
胸
が
小
さ
す
ぎ
る
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

チ
リ
は
ス
ペ
イ
ン
系
の
グ
ラ
マ
ー
な
女
性

が
多
い
の
で
す
。
私
は
な
る
ほ
ど
と
納
得

し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
誌
に
は
ど
う
か
と
い
う
話
で
す

が
、
若
い
45
年
以
上
前
の
私
の
思
い
出
で

す
。矢

櫃
橋
の
ホ
タ
ル

昭
和
四
一
年
卒　

井
尻
啓
子

　

知
覧
上
郡
に
麓
川
に
架
か
る
古
い
歪
な

［
め
が
ね
橋
］
が
あ
る
。
石
橋
で
あ
る
。

矢
櫃
橋
（
や
び
っ
ば
し
）
と
、
地
元
の
人

は
そ
う
呼
ん
で
い
る
。

　

武
家
屋
敷
通
り
に
あ
る
祖
父
母
の
家
か

ら
も
こ
の
橋
は
遠
く
な
く
、
中
学
高
校
を

こ
の
家
で
過
ご
し
た
私
は
、
ひ
と
り
で
も

よ
く
こ
こ
に
来
て
遊
ん
だ
記
憶
が
あ
る
。

　

春
に
な
る
と
川
に
入
り
メ
ダ
カ
と
遊
び
、

初
夏
に
は
日
暮
時
に
も
な
る
と
、
ホ
タ
ル

が
飛
び
交
う
光
景
に
出
合
う
の
で
あ
る
。

苔
む
し
た
こ
の
橋
の
た
も
と
に
、
ホ
タ
ル

の
小
さ
な
群
れ
が
動
き
始
め
る
。
す
っ
か

り
暮
れ
た
暗
や
み
の
中
に
飛
ぶ
ホ
タ
ル
の

灯
り
は
十
五
・
六
才
の
私
に
は
、
や
さ
し

く
追
い
続
け
た
楽
し
い
時
間
で
も
あ
つ
た
。

　

当
時
、
夏
の
暑
さ
を
凌
ぐ
た
め
、
夜
は

雨
戸
も
障
子
も
開
け
っ
放
し
、
座
敷
に
蚊

帳
を
吊
り
眠
り
に
つ
い
た
。

　

あ
る
夜
の
こ
と
、
電
気
を
消
し
て
静
か

に
な
っ
た
時
、
家
の
中
に
一
匹
の
ホ
タ
ル

が
入
っ
て
き
た
。祖
父
は「
ホ
タ
ル
を
そ
っ

と
蚊
帳
の
中
に
入
れ
て
あ
げ
な
さ
い
」
と

言
っ
た
。「
自
由
に
飛
ば
し
て
や
り
な
さ

い
」
と
も
言
っ
た
。
そ
の
ホ
タ
ル
を
祖
父

は
見
守
っ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
た
。

　

学
徒
出
陣
と
し
て
見
送
っ
た
息
子
の
こ

と
を
思
っ
た
か
…
。
矢
櫃
橋
の
ホ
タ
ル
の

群
れ
か
ら
、
そ
っ
と
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た

の
か
も
し
れ
な
い
と
私
は
思
っ
た
。
半
世

紀
を
、
と
う
に
過
ぎ
た
今
で
も
、
そ
の
時

の
ホ
タ
ル
の
放
つ
灯
を
鮮
明
に
覚
え
て
い

る
。

　

矢
櫃
橋
を
教
え
て
く
れ
た
の
も
祖
父
で

あ
る
。
小
さ
く
て
目
立
た
な
い
石
橋
だ
が
、

知
覧
城
の
出
城
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
人
馬

を
通
す
大
切
な
役
割
が
あ
り
、
敵
の
侵
入

を
防
ぐ
微
妙
な
位
置
に
架
け
ら
れ
て
い
る

と
も
聞
い
て
い
る
。

　

武
家
屋
敷
通
り
に
続
く
矢
櫃
橋
周
辺
は
、

今
で
は
綺
麗
な
公
園
と
な
り
、
里
帰
り
に

は
訪
ね
て
み
た
い
思
い
出
深
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。

き
ょ
う
よ
う
と
き
ょ
う
い
く

昭
和
四
五
年
卒　

有
薗
茂
矢

　

一
五
年
ほ
ど
前
だ
ろ
う
か
、
表
題
の
平

仮
名
十
一
文
字
だ
け
が
メ
ー
ル
で
送
ら
れ

て
き
た
。
定
年
退
職
後
の
第
二
の
人
生
を

考
え
始
め
た
五
○
歳
頃
で
あ
り
、
自
分
へ

の
早
い
送
辞
と
勝
手
に
受
け
留
め
勝
手
に

解
釈
し
た
。
ま
ず
、「
教
養
と
教
育
」
は

面
白
く
な
い
。
第
二
の
人
生
の
生
き
様
に

合
致
さ
せ
る
べ
く
、「
き
ょ
う
用
と
今
日

行
く
」
と
し
た
。
つ
ま
り
、「
き
ょ
う
用

事
を
作
り
、
き
ょ
う
出
掛
け
よ
う
」
で
あ

る
。
定
年
退
職
し
て
毎
日
が
日
曜
日
に
な

る
と
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
悪
く
な
る
。

ち
ょ
っ
と
し
た
事
も
お
っ
く
う
に
な
り
、

ま
す
ま
す
退
屈
に
な
る
。
暇
を
持
て
余
し

て
い
る
く
せ
に
外
出
も
面
倒
に
な
る
。
ま

さ
に
途
方
も
無
く
仙
人
に
遠
い
私
に
は

「
小
人
閑
居
し
て
不
善
を
な
す
」
の
戒
め

と
思
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
自
身
の
課
題
と
し
て
、
退
職

二
年
ほ
ど
前
か
ら
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
慣
ら

し
を
始
め
た
。
そ
れ
だ
け
で
は
飽
き
る
だ

ろ
う
と
、
こ
れ
ま
た
本
格
的
に
一
眼
レ
フ

カ
メ
ラ
も
始
め
た
。
さ
ら
に
不
足
す
る
と

思
い
、
友
人
へ
の
メ
ー
ル
に
俳
句
を
添
え

る
よ
う
に
し
た
。
推
敲
せ
ず
に
一
〜
二
分

で
詠
む
即
興
の
駄
句
で
あ
る
。
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定
年
退
職
本
番
後
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

毎
日
一
○
㎞
に
し
た
。
約
半
年
で
飽
き
て

く
る
の
で
、
い
よ
い
よ
カ
メ
ラ
携
帯
で

色
々
散
策
し
て
写
真
撮
り
ま
く
っ
た
。
カ

メ
ラ
が
重
く
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
な
く
散

歩
に
な
っ
た
分
、
長
時
間
に
な
っ
た
が
。

と
こ
ろ
が
、
半
年
も
経
つ
と
飽
き
た
。
今

度
は
本
格
的
に
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
始
め
た
。

毎
日
二
○
㎞
く
ら
い
か
ら
始
め
、
半
年
後

く
ら
い
に
は
、
調
子
の
良
い
日
は
一
日
で

一
○
○
㎞
く
ら
い
を
走
っ
た
。
最
近
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
交
互

に
し
て
い
る
。
カ
メ
ラ
は
、
軽
い
小
さ
い

デ
ジ
カ
メ
（
ス
マ
ホ
や
コ
ン
パ
ク
ト
カ
メ

ラ
よ
り
は
少
し
優
秀
な
や
つ
）
に
し
た
。

駄
句
は
誰
か
れ
構
わ
ず
メ
ー
ル
に
付
け
る

よ
う
に
し
て
い
る
。
メ
ー
ル
は
多
く
送
付

す
る
の
で
駄
句
も
相
当
数
で
あ
る
。

　

ま
た
飽
き
て
き
て
異
な
る
事
を
始
め
る

だ
ろ
う
が
、
き
ょ
う
よ
う
と
き
ょ
う
い
く

は
実
践
さ
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
出
場

昭
和
四
六
年
卒　

峯
元
政
公

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
が
、
平
成
二
九
年
七

月
九
日
南
九
州
市
川
辺
文
化
会
館
に
お
い

て
、
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
同
級
生

の
塗
木
実
雄
君
か
ら
「
同
級
生
で
『
高
校

三
年
生
』
を
歌
っ
て
、
冥
途
の
土
産
に
の

ど
自
慢
に
出
よ
う
。」
と
の
誘
い
が
あ
り
、

冥
途
の
土
産
に
は
ま
だ
早
い
と
は
思
い
ま

し
た
が
、
同
級
生
と
一
緒
に
出
る
の
だ
っ

た
ら
と
承
諾
し
た
の
が
始
ま
り
で
し
た
。

「
高
校
三
年
生
」
を
歌
っ
て
特
別
賞
を
勝

ち
取
る
作
戦
は
、
恩
師
に
も
仲
間
に
入
っ

て
い
た
だ
き
卒
業
後
、
半
世
紀
近
く
た
っ

た
現
在
「
誰
が
恩
師
で
し
ょ
う
？
」
と
全

国
の
視
聴
者
に
問
い
か
け
る
事
で
し
た
。

そ
の
恩
師
の
役
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ

た
方
は
、
東
京
同
窓
会
総
会
第
三
七
・
三

八
回
に
出
席
し
て
く
だ
さ
っ
た
馬
渡
武
弘

先
生
で
し
た
。
先
生
は
、
私
達
と
違
い
髪

も
ふ
さ
ふ
さ
し
て
お
り
若
々
し
く
み
ら
れ

る
の
で
、
誰
が
恩
師
で
生
徒
か
わ
か
ら
な

い
か
ら
、
き
っ
と
う
ま
く
い
く
だ
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。

　

衣
装
の
学
生
服
は
現
役
の
川
辺
高
校
野

球
部
員
か
ら
借
り
、
セ
ー
ラ
ー
服
は
野
球

部
員
の
姉
妹
か
ら
借
り
ま
し
た
。
た
だ
帽

子
は
、
現
在
被
る
規
則
に
は
な
っ
て
お
ら

ず
現
役
か
ら
借
り
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
私
の
実
家
に
あ
っ
た
帽
子

を
見
本
に
、
通
販
業
者
に
製
作
を
依
頼
し

ま
し
た
。
私
の
帽
子
を
半
世
紀
近
く
保
管

し
て
く
れ
た
親
に
感
謝
で
す
。

　

の
ど
自
慢
に
は
七
百
六
四
通
の
応
募
が

あ
り
、
予
選
会
に
出
場
で
き
る
二
百
五
○

組
に
選
ば
れ
て
か
ら
七
月
八
日
の
予
選
会

ま
で
の
二
週
間
は
、
予
選
会
・
本
番
で
使

用
す
る
川
辺
文
化
会
館
で
の
十
人
整
列
練

習
、
イ
ン
ト
ロ
で
踊
る
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

の
練
習
、
生
バ
ン
ド
・
カ
ラ
オ
ケ
に
合
わ

せ
て
の
練
習
と
明
け
て
も
暮
れ
て
も
「
高

校
三
年
生
」
の
歌
の
猛
特
訓
で
、
声
が
か

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

予
選
会
当
日
の
天
気
は
朝
か
ら
豪
雨
で

し
た
が
、
一
一
時
会
館
入
場
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
一
○
時
前
に
は
観
覧
希
望
者
が
列

を
作
っ
て
待
っ
て
い
ま
し
た
。
予
選
会
の

出
番
は
二
百
五
○
組
中
八
三
番
目
で
、
本

番
と
同
じ
生
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
で
し
た
。

出
来
栄
え
は
、
六
五
歳
の
男
女
が
高
校
三

年
生
に
戻
り
、
若
々
し
く
笑
顔
で
練
習
通

り
う
ま
く
歌
え
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
七
時
四
○
分
か
ら
の
予
選
通
過
発
表

の
手
順
は
、
司
会
者
が
一
番
か
ら
順
番
に

番
号
を
読
み
上
げ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、

八
三
番
を
飛
び
越
え
て
番
号
を
読
み
上
げ

な
い
よ
う
に
と
、
八
三
番
・
八
三
番
と
念

仏
を
唱
え
て
い
た
と
こ
ろ
、「
八
三
番
」

と
読
み
上
げ
ら
れ
た
と
き
の
喜
び
よ
う
は

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
十
人
全
員
椅
子
か
ら

立
ち
上
が
っ
て
の
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
で
、
そ

の
姿
は
ま
さ
に
一
八
歳
に
見
え
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

本
番
は
、
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
と
お

り
司
会
者
の
小
田
切
千
さ
ん
が
、「
四
六

年
卒
川
辺
高
校
の
同
級
生
」
と
紹
介
し
て

い
た
だ
き
、
馬
渡
先
生
が
「
川
辺
高
校
の

絆
」
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
答
え
、
川
辺
高

校
の
名
が
全
国
に
発
せ
ら
れ
ま
し
た
。
後

日
、
知
人
か
ら
の
メ
ー
ル
で
は
、
結
果
は

二
つ
鐘
だ
っ
た
け
ど
頭
の
光
り
輝
き
は
合

格
だ
っ
た
と
、
お
褒
め
？
の
言
葉
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

先
生
・
同
級
生
と
お
互
い
の
健
闘
を
称

え
、
十
年
後
ま
た
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
挑
戦



平成29年（2017）10月22日（12）第41号 神　戈　陵

し
よ
う
、
そ
れ
ま
で
元
気
で
い
よ
う
と
厚

く
握
手
を
交
わ
し
、
思
い
出
の
詰
ま
っ
た

の
ど
自
慢
が
終
わ
り
ま
し
た
。

「
歌
う
こ
と
は
生
き
る
事
！
」

昭
和
五
三
年
卒　

小
林
美
知
代

　

早
い
も
の
で
高
校
を
卒
業
し
て
四
十
年

に
な
り
ま
す
。
過
日
は
、
初
め
て
「
川
辺

高
等
学
校
同
窓
会
」
に
出
席
し
、
諸
先
輩

方
、
後
輩
の
方
々
と
歓
談
し
、
各
地
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
お
姿
に
嬉
し
さ
と
共
に
感

慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

私
事
で
す
が
、
故
郷
に
は
父
八
十
八
歳
、

母
八
十
四
歳
が
居
り
、
年
に
二
度
程
度
帰

省
し
て
い
ま
す
が
有
難
い
事
に
と
て
も
元

気
で
す
。
こ
の
両
親
の
影
響
も
あ
り
、
幼

い
頃
か
ら
歌
が
大
好
き
で
し
た
。
中
学
、

高
校
と
バ
ン
ド
を
組
み
ヴ
ォ
ー
カ
ル
で

歌
っ
て
い
た
、
そ
れ
く
ら
い
の
音
楽
経
験

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
私
が
四
十
歳
も
過
ぎ
た
子
育
て

真
只
中
に
突
然
歌
う
こ
と
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
し
た
。
そ
れ
は
子
供
達
の
送
り
迎
え

に
明
け
暮
れ
て
い
る
あ
る
日
、
心
の
声
な

の
か
天
の
声
な
の
か
「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
死

ね
な
～
い
！
」
と
い
う
声
が
聞
こ
え
た
の

で
す
。
そ
の
時
出
て
き
た
の
が
幼
い
頃
か

ら
大
好
き
だ
っ
た
「
歌
う
こ
と
」
で
し
た
。

レ
ッ
ス
ン
に
通
い
、「
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
」
と
い

う
名
で
ラ
イ
ブ
活
動
を
続
け
る
う
ち
、
自

分
で
作
詞
作
曲
も
手
掛
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

三
年
前
に
は
「
愛
の
あ
る
場
所
」
と
い

う
オ
ジ
リ
ナ
ル
Ｃ
Ｄ
も
発
売
し
、
ジ
ャ
ズ

も
歌
い
始
め
ま
し
た
。
ま
さ
か
こ
ん
な
事

に
な
る
と
は
夢
に
も
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。「
歌
い
た
い
！
」
と
い
う
思
い
し

か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
。
始
め
る
前

は
勿
論
葛
藤
も
あ
り
ま
し
た
。「
も
う
若

く
な
い
し
…
」「
歌
の
上
手
い
人
は
沢
山
い

る
し
…
」「
自
信
も
な
い
…
」
そ
れ
で
も
ラ

イ
ブ
を
観
た
人
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
ら
え

た
！
」「
明
日
も
頑
張
ろ
う
と
思
え
た
！
」

と
言
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
ま
で
続
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。

　

音
楽
を
通
し
て
私
が
気
づ
い
た
事
は
、

今
あ
る
全
て
、
周
り
の
人
達
に
感
謝
し
、

一
歩
を
踏
み
出
す
、と
い
う
事
で
す
。け
っ

し
て
全
国
区
で
売
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
歌
え
る
事
が
有
難
く
楽
し

く
、
人
生
に
彩
り
を
添
え
る
事
が
出
来
ま

し
た
。

　

大
好
き
な
事
を
人
生
に
取
り
入
れ
、
皆

が
気
分
良
く
暮
ら
し
て
い
く
、
そ
ん
な
日

常
を
過
ご
し
て
行
き
た
い
と
お
も
っ
て
い

ま
す
。

出
会
い
と
故
郷
の
温
か
さ
に
感
謝

平
成
二
一
年
卒　

有
木
寛
貴

　

私
が
東
京
で
生
活
を
始
め
て
か
ら
約
一

年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。
鹿
児
島
で
生
ま

れ
、
川
辺
高
校
を
卒
業
し
、
大
学
も
就
職

も
鹿
児
島
。
仕
事
の
都
合
で
東
京
に
来
た

と
は
い
え
、
田
舎
暮
ら
し
し
か
知
ら
ず
、

東
京
に
親
戚
や
友
人
も
少
な
い
私
に
と
っ

て
は
、
期
待
よ
り
も
不
安
の
方
が
大
き

か
っ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
私
は
鹿
児
島
の
食
材
を
Ｐ
Ｒ
す

る
た
め
に
、
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
（
レ
ス

ト
ラ
ン
）
に
て
ホ
ー
ル
を
担
当
し
、
サ
ー

ビ
ス
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。
事
務
所

で
パ
ソ
コ
ン
を
叩
い
て
い
た
鹿
児
島
に
い

る
頃
の
業
務
内
容
と
は
大
き
く
変
わ
り
、

ま
た
、
そ
れ
に
加
え
、
環
境
や
生
活
リ
ズ

ム
と
い
っ
た
多
く
の
変
化
に
付
い
て
行
く

の
に
精
一
杯
の
一
年
半
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

た
だ
、
そ
の
多
く
の
変
化
が
私
に
新
た

な
縁
を
も
た
ら
し
て
く
れ
ま
し
た
。
サ
ー

ビ
ス
業
と
い
う
仕
事
は
、
人
と
ふ
れ
あ
う

機
会
が
多
く
あ
り
、
私
の
い
る
お
店
に
は
、

鹿
児
島
に
ゆ
か
り
の
あ
る
お
客
様
も
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
今
年
初
め
て
東
京

同
窓
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、

そ
の
き
っ
か
け
も
お
客
様
と
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
っ
た
川
辺
高
校
の
卒
業
生
の
方
か
ら

の
お
誘
い
で
し
た
。
同
窓
会
で
は
、
先
輩

方
が
温
か
く
迎
え
て
下
さ
り
、
意
外
な
つ

な
が
り
も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
つ
な
が
り
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

新
た
な
交
友
関
係
も
少
し
ず
つ
広
が
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

故
郷
の
方
と
の
つ
な
が
り
は
と
て
も
心

強
く
感
じ
ら
れ
、
お
話
を
す
れ
ば
温
か
さ

を
強
く
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の

き
っ
か
け
を
作
っ
て
頂
い
た
こ
と
、
ま
た
、

一
つ
一
つ
の
出
会
い
に
感
謝
し
、「
縁
」

や
「
故
郷
」
と
い
う
も
の
を
大
切
に
こ
れ

か
ら
の
東
京
で
の
生
活
を
送
っ
て
い
け
た

ら
と
思
い
ま
す
。
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�

前
橋　

竹
之
（
昭
和
二
五
年
卒
）

一
．
夕
暮
れ
の
木
戸
に
子
を
呼
ぶ
声
涼
し

二
．
八
月
の
空
穢
す
ま
じ
学
徒
の
碑

三
．
売
れ
残
る
仏
頂
面
の
南
瓜
か
な

四
．
語
り
継
ぐ
人
み
な
老
い
て
酔
芙
蓉

五
．
セ
ロ
ハ
ン
に
包
む
花
束
秋
澄
め
り

�

大
平　

政
弘
（
昭
和
三
四
年
卒
）

一
．
新
茶
汲
む
知
覧
の
朝
の
茜
雲

二
．
高
射
砲
在
り
し
丘
な
り
大
夕
焼

三
．
故
郷
や
蛍
と
酒
と
喜
寿
の
友

四
．
練
習
機
も
う
飛
ば
ぬ
空
赤
蜻
蛉

五
．
母
宛
多
き
特
攻
遺
書
や
一
葉
散
る

�

南
谷　

亘
英
（
昭
和
三
六
年
卒
）

一
．
梅
雨
晴
れ
間
ボ
ン
ベ
背
負
ひ
て
退
院
す

二
．
春
愁
や
各
駅
電
車
に
揺
ら
れ
ゆ
く

三
．
朝
体
操
寒
満
月
の
見
守
れ
り

四
．
秋
深
し
杖
を
頼
り
に
摩
崖
仏

五
．
人
、
犬
も
み
ん
な
小
走
り
寒
の
入
り

�

畠
野　

修
一
（
昭
和
三
六
年
卒
）

一
．
春
一
番
上
総
台
地
は
舞
い
上
が
る

二
．
短
か
夜
の
寝
つ
か
れ
ぬ
ま
ま
旅
の
宿

三
．
千
年
の
時
を
刻
ん
で
古
代
蓮

四
．
灼
熱
の
午
後
の
校
庭
か
げ
ろ
う
立
つ

五
．
華
や
い
で
夜
空
に
と
ど
ろ
く
大
花
火

�

森
山　

昭
利
（
昭
和
四
一
年
卒
）

一
．
三
日
月
や
冷
た
き
空
に
星
を
斬
る

二
．
咲
く
花
に
酔
う
て
い
ざ
よ
う
月
お
ぼ
ろ

三
．
菜
の
花
や
月
は
つ
ま
し
く
雲
の
陰

四
．
新
月
に
生
命
を
点
す
蛍
あ
り

五
．
縁
に
出
て
満
月
を
酌
む
小
盃

�

原
口　

泰
広
（
昭
和
四
五
年
卒
）

一
．
長あ

兄に

逝い

去き

て
三
年
と
な
り
ぬ
梅
の
花

二
．
紫
陽
花
の
濡
れ
て
優
し
き
花
の
彩い
ろ

�

椎
原　

直
子
（
昭
和
四
八
年
卒
）

一
．
散
る
音
も
趣
な
り
と
夏
椿

二
．
う
す
墨
を
重
ね
暮
れ
ゆ
き
虫
の
鳴
く

神戈陵　俳壇・歌壇



平成29年（2017）10月22日（14）第41号 神　戈　陵

�

松
永　

郁
代　
（
昭
和
四
○
年
卒
）

一
．�

胸
躍
る
祇
園
ま
つ
り
や
ふ
る
さ
と
の　

�

あ
の
に
ぎ
わ
い
は
今
も
続
け
し
か

二
．�

勝
ち
抜
い
て
や
っ
と
つ
か
ん
だ
甲
子
園　

�

崩
れ
し
姿
我
も
ら
い
泣
く

三
．�

昨
今
や
肌
の
感
覚
め
ま
ぐ
る
し　

�

真
夏
か
梅
雨
か
季
節
が
よ
め
ぬ

�

橋
本　

起
世
子
（
昭
和
四
一
年
卒
）

一
．�

桜
雨
こ
の
世
の
す
べ
て
洗
い
流
し　

�

薄
墨
色
に
染
ま
り
し
杜
よ

二
．�

君
と
打
つ
花
瀬
崎
の
鐘
の
響
き　

�

海
原
こ
え
て
誰
が
胸
に
届
く

三
．�

急
ぐ
朝
ふ
と
見
上
げ
れ
ば
青
々
と　

�

葉
音
の
上
に
光
の
音
符

四
．�

竹
林
の
風
が
奏
で
る
ハ
ー
モ
ニ
ー　

�

時
を
忘
れ
し
朝
の
台
所

神戈陵　俳壇・歌壇
�

田
中　

さ
よ
子
（
昭
和
四
一
年
卒
）

（
日
常
詠
）

一
．�

真
理
ち
ゃ
ん
の
大
き
な
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
を　

�

″
こ
真
理
ち
ゃ
ん
〟
と
呼
ぶ
三
が
日

二
．�

孫
と
摘
む
白
詰
草
を
繋
ぎ
い
く　

花
冠
は
母
に
習
い
き

（
故
郷
の
短
歌
）

一
．�

綿
あ
め
の
割
り
箸
に
残
る
甘
味
の
よ
う
な　

�

麦
ぐ
み
食
べ
し
麦
秋
の
頃

二
．�

黒
ジ
ョ
カ
に
焼
酎
温
め
る
雨
の
夕
べ　

�

故
郷
は
今
芋
苗
植
え
る
こ
ろ
か

�

原
口　

泰
広
（
昭
和
四
五
年
卒
）

一
．�

年
の
瀬
に
花
買
う
妻
の
背せ

中な

を
み
て　

�

あ
り
し
き
母
の
背
中
に
似
て
か
も

�

椎
原　

直
子
（
昭
和
四
八
年
卒
）

一
．�

遠
花
火
思
い
を
は
せ
し
賑
わ
い
に　

�

君
待
ち
し
日
の
川
面
の
揺
ら
ぎ
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今
年
は
、
私
に
と
っ
て
平
成
一
九
年
度

の
幹
事
拝
命
以
来
、
十
年
が
経
過
し
て
の

再
度
の
幹
事
拝
命
の
年
で
し
た
。
そ
し
て
、

任
さ
れ
た
の
が
10
年
前
と
同
じ
く
「
司

会
」
で
し
た
。

　

今
回
は
、
私
と
同
期
の
下
園
（
旧
姓
蔵

元
）
郁
代
さ
ん
の
二
人
が
総
合
司
会
を
拝

命
し
ま
し
た
。
下
園
さ
ん
の
高
校
時
代
か

ら
変
わ
ら
ぬ
明
る
さ
に
、
気
持
ち
を
落
ち

着
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

司
会
最
初
の
特
別
講
演
講
師
は
、
同
期

の
級
友
で
あ
っ
た
弁
護
士
の
南
谷
洋
至
先

生
（
舞
台
裏
で″
君
〟
と
呼
ぶ
か″
先
生
〟

と
呼
ぶ
か
相
談
の
結
果
、
同
窓
会
と
し
て

招
い
た
と
い
う
こ
と
で″
先
生
〟
と
呼
ぶ

こ
と
に
）。

　

こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
重
大
且
つ

深
刻
な
事
件
の
難
解
な
人
間
模
様
を
紐
解

く
弁
護
士
業
に
つ
い
て
話
す
南
谷
先
生
の

参
加
者
の
共
感
を
得
る
軽
妙
で
分
か
り
や

す
い
話
し
ぶ
り
に
、
さ
す
が
は″
敏
腕
弁

護
士
〟
と
思
い
な
が
ら
、
同
期
の
活
躍
に

こ
ち
ら
も
頑
張
ら
ね
ば
と
思
っ
た
次
第
で

す
。

　

そ
の
後
は
、
川
辺
高
校
に
今
年
度
鹿
児

島
県
立
喜
界
高
校
か
ら
着
任
さ
れ
た
下
園

俊
郎
先
生
（
音
楽
科
）
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
。
司
会
冥
利
に
尽
き
る
と
は
こ
の
こ
と

か
と
思
っ
た
の
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
が

演
奏
を
聴
く
前
に
、
下
園
先
生
を
ご
紹
介

す
る
た
め
の
事
前
取
材
を
行
お
う
と
先
生

を
別
会
場
に
お
尋
ね
す
る
と
リ
ハ
ー
サ
ル

の
真
つ
最
中
で
、
下
園
先
生
の
美
し
い
音

色
の
フ
ル
ー
ト
演
奏
、
誠
に
澄
ん
だ
ハ
イ

バ
リ
ト
ン
の
歌
声
を
目
前
で
拝
聴
で
き
た

こ
と
で
す
。
言
う
も
で
も
な
く
、
下
園
先

生
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
万
雷
の
拍
手
喝
采
の

う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
粛
々
と
総
会
、
懇
親
会
の

閉
会
の
挨
拶
ま
で
、
会
の
盛
り
上
が
り
を

気
に
し
な
が
ら
も
、
刻
々
と
過
ぎ
る
時
間

に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
滞
る
こ
と
の
な
い
よ
う

２
人
で
司
会
を
努
め
ま
し
た
が
、
参
加
の

皆
様
が
旧
友
と
語
ら
っ
て
い
る
笑
顔
を
見

て
い
る
と
、
も
う
少
し
こ
の
楽
し
い
宴
の

時
間
を
延
ば
し
て
も
よ
い
の
で
は
と
心
の

中
で
申
し
訳
な
く
思
い
な
が
ら
、″
閉
会
〟

を
叫
ん
で
い
ま
し
た
。

　

本
部
役
員
の
方
々
の
総
会
資
料
・
名

札
・
リ
ボ
ン
…
も
ろ
も
ろ
の
備
品
の
段

ボ
ー
ル
を
持
ち
寄
り
、
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ

ル
九
時
集
合
で
始
ま
り
ま
し
た
。
当
日
準

備
は
、
年
度
幹
事
の
昭
和
三
九
年
・
四
九

年
卒
の
メ
ン
バ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

　

分
担
作
業
に
お
い
て
の
最
終
確
認
、
細

部
最
終
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
総
会
に
臨
み

ま
し
た
。

　

受
付
係
は
十
一
人
で
の
対
応
、
十
年
前

の
来
場
者
ピ
ー
ク
時
は
て
ん
や
わ
ん
や
の

ご
っ
た
返
し
（
受
付
そ
っ
ち
の
け
で
「
さ

ひ
か
ぶ
り
」『
お
ま
ん
さ
ー
だ
い
け
？
』）

今
回
は
な
ぜ
か
一
様
に
穏
や
か
に
進
み
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
氏
名
確
認
・
会
費

の
受
理
・
資
料
、
名
札
の
配
布
・
会
場
案

内
～
単
純
作
業
と
言
え
慣
れ
ぬ
作
業
、
電

卓
片
手
に
人
数
×
金
額
＝
合
計
『
お

ち
ょ
っ
か
？
』
の
言
葉
が
何
度
も
聞
こ
え

ま
し
た
。
は
た
ま
た
卒
業
年
度
を
お
忘
れ

の
大
先
輩
も
一
寸
手
間
取
り
ま
し
た
が
氏

名
で
や
っ
と
確
認
が
で
き
、
途
中
『
て
げ

て
げ
で
よ
か
た
っ
ど
』
の
ご
指
示
を
頂
き

ま
し
た
が
真
面
目
に
い
た
し
ま
し
た
。
本

部
役
員
の
方
と
金
額
合
わ
せ
を
行
い
最
終

支
払
い
ま
で
金
庫
番
は
責
任
重
大
で
し
た
。

　

司
会
者
・
進
行
係
は
分
秒
刻
み
の
予
定

表
に
合
わ
せ
て
、
会
長
挨
拶
か
ら
乾
杯
音

頭
ま
で
時
計
と
に
ら
め
っ
こ
（
こ
の
間
、

飲
ま
ず
食
わ
ず
）。
諸
先
輩
に
対
し
て
も

『
も
っ
と
短
く
…
』
目
の
合
図
と
『
あ
と

一
分
で
』
の
カ
ー
ド
を
見
せ
な
が
ら
定
刻

よ
り
わ
ず
か
一
分
三
十
秒
オ
バ
ー
で
の
乾

杯
と
な
り
ま
し
た
。
万
歳
三
唱
の
あ
と
関

係
役
員
様
よ
り

『
今
ま
で
で
、
一
番
よ
か
っ
た
ど
』
と
お

褒
め
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
為
に
毎
年
一
年
前
か
ら
何
回

も
何
回
も
打
ち
合
わ
せ
に
・
準
備
・
確
認
・

書
類
発
送
…
汗
を
か
か
れ
ま
し
た
役
員
の

皆
様
に
、
又
、
当
日
は
役
目
の
為
食
事
も

程
々
に
さ
れ
た
方
々
に
深
く
感
謝
い
た
し

ま
す
と
と
も
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
御
尽
力
に
よ
り
、
お
か
げ
を
も

ち
ま
し
て
微
力
な
が
ら
四
九
年
卒
が
お
役

に
た
て
て
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

「
司
会
」
を
務
め
て

　

有
馬
正
史

昭
和
四
九
年
卒

同
窓
会
年
度
幹
事
と
舞
台
裏

　

藏
元
泰
洋

昭
和
四
九
年
卒

第
四
一
回　

川
辺
高
等
学
校
東
京
同
窓
会　

年
度
幹
事
報
告
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学
校
の
様
子

�
同
窓
会
係　

渡
辺
裕
介

　

夏
休
み
の
川
辺
高
校
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。
夏
休
み
は
全
学
年
で
補

習
が
行
わ
れ
、
生
徒
は
真
剣
に
学
業
に
励

み
、
特
に
三
年
生
は
進
路
実
現
に
向
け
て

朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
一
生
懸
命
学
習

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
な
か
に
は
、
盆
休

み
も
返
上
で
特
別
補
講
を
受
け
た
り
、
尚

学
舎
で
自
習
を
し
た
り
す
る
姿

も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
に
と
っ
て
夏
休
み
と
は

学
習
だ
け
で
な
く
、
進
路
に
向

け
て
じ
っ
く
り
考
え
ら
れ
る
時

期
で
す
。
ま
た
、
一
・
二
年
生

は
将
来
の
進
路
に
向
け
て
さ
ま

ざ
ま
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
補
習
期
間
中
に
は
各

大
学
か
ら
教
授
を
招
い
て
出

前
授
業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
生
徒
は
大
学
で
学
ぶ
学
問

を
実
感
し
、
興
味
津
々
で
受
講

し
て
い
ま
し
た
。
補
習

が
な
い
期
間
で
は
、
今

年
も
一
年
生
の
う
ち
か
ら
大
学
等

の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
参

加
す
る
姿
が
多
く
見
ら
れ
ま
し

た
。
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

行
事
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、
県

教
委
主
催
の
「
高
校
生
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
キ
ャ
ン

プ
」・
高
文
連
主
催
の
「Sum

m
er 

Challenge

」・JICA

の
研
修
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
、
二
年
生
は
県
教
委

主
催
で
県
内
の
二
年
生
を
対
象
に

行
わ
れ
る
「
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
ゼ

ミ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
普
段
の

学
校
生
活
で
は
経
験
で
き
な
い
こ

と
を
た
く
さ
ん
吸
収
し
て
、
今
後
の
自
分

の
進
路
実
現
の
材
料
と
し
て
生
か
し
て
く

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

生
徒
は
自
分
の
進
路
を
見
据
え
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
校
外
活
動
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
例
年
、
夏
季
休
業
中
に
中
学

生
一
日
体
験
入
学
を
二
度
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
も
中
学
生
・
保
護
者
が
た
く

さ
ん
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
当
日
は
生

徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
学
校
紹
介
や
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
一
年
生
に
中
学
生
の
前
で
高
校
生

活
に
つ
い
て
話
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

高
校
生
活
が
充
実
し
て
い
て
、
川
辺
高
校

を
選
ん
で
良
か
っ
た
と
い
う
一
年
生
の
話

を
聞
い
て
、
中
学
生
の
表
情
も
明
る
く
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
学
生
は
そ
の
後

も
体
験
授
業
や
部
活
動
見
学
に
も
参
加

し
、
楽
し
ん
で
体
験
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

二
学
期
は
始
ま
っ
て
す
ぐ
に
、
体
育
祭

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
三
年
生
は
そ
れ

ぞ
れ
の
進
路
実
現
に
向
け
て
、
本
格
的
に

受
験
シ
ー
ズ
ン
に
突
入
し
ま
す
。
職
員
一

同
、
生
徒
の
進
路
実
現
に
向
か
っ
て
精
一

杯
の
指
導
を
行
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

母
校
・
後
輩
へ
の
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

母
校
だ
よ
り

イングリッシュトレーニングキャンプ

中学生一日入学

JICAの研修プログラム
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二
〇
一
七
年
の
卒
業
生
は
頑
張
っ
て
多

く
の
皆
さ
ん
が
希
望
校
に
進
学
で
き
て
い

ま
す
。

　

こ
こ
数
年
間
、
た
と
え
ば
国
公
立
の
合

格
者
数
も
右
肩
上
が
り
で
推
移
し
て
い
ま

す
。

〈
高
校
の
様
子
を
見
て：事
務
局
〉

　

学
校
に
伺
え
ば
み
な
さ
ん
し
っ
か
り
そ

し
て
さ
わ
や
か
な
挨
拶
を
し
て
と
て
も
印

象
が
い
い
で
す
。

　

進
学
も
み
な
さ
ん
頑
張
っ
て
い
ま
す

ね
。
文
武
両
道
！
体
育
祭
も
９
月
９
日

（
土
）
秋
の
好
天
の
中
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

卒
業
生
の
皆
様
も
、
体
育
祭
あ
る
い
は
文

化
祭
で
の
思
い
出
も
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？　

母
校
川
辺
高
校
で
学
ん
で

い
る（
そ
し
て
こ
れ
か
ら
入
学
し
て
く
る
）

生
徒
さ
ん
の
成
長
、
伸
び
に
期
待
し
た
い

で
す
ね
！

部
活
動
も
い
き
い
き
と

　

体
育
会
系
、
文
科
系
と
も
、
み
ん
な
い

き
い
き
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
に
昨
年
二
十
八
年
度
の
活
動

結
果
を
載
せ
ま
し
た
。
み
ん
な
の
努
力
の

結
果
で
す
ね
。
今
年
度
二
十
九
年
度
も
す

で
に
各
部
の
活
動
が
始
ま
り
い
い
結
果
を

出
し
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。
詳
し
く
は
川

辺
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
ブ
ロ
グ
を
ご

覧
い
た
だ
く
と
高
校
の
様
子
が
よ
く
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

進
路
状
況

生徒のみなさんの活躍は校舎の垂れ幕でアピールして
います！

<国公立大>
鹿児島大　３　　山口大　　３
鹿屋体育大１　　高知大　　１
熊本大　　１　　長崎県立大１
長崎大　　１　　宮崎県立看護大１
宮崎大　　２　　名桜大　　５
琉球大　　１　　山口県立大１
茨城大　　２　　高知県立大１
静岡大　　２

＜私立大　他＞
東海大　　２　　近畿大　１
福岡大　　３　　酪農学園大１
私立大　他29
医療系専門学校29
（鹿児島慰労センター付属看護学校２含む）
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●男子テニス部
◇県テニス協会会長杯
　１年シングルス　３位　福永藍斗
◇県高校新人大会
　ダブルス　ベスト16　
●女子テニス部
◇サマージュニアテニス大会
　１年シングルス　３位　牧田華奈
◇県高校新人大会（テニス競技）　団体ベスト８
◇県テニス協会会長杯
　１年シングルス　１位　牧田華奈
◇県高校樋口杯テニストーナメント大会
　１年シングルス　１位　牧田華奈
●なぎなた部
◇県高校総体 なぎなた競技
　団体試合の部　１位
　個人試合の部　１位　田口真耶　　
　　　　　　　　２位　上村悠衣　３位　丸野麗那
　演技競技の部　１位　田口真耶･上村悠衣
　　　　　　　　２位　丸野麗那･盛田亜紀
◇全国高校総体 なぎなた競技
　個人試合の部　５位　田口真耶
　ベスト16　上村悠衣
◇県なぎなた選手権大会
　試合競技の部　優勝　田口真耶　　
　　　　　　　　２位　上村悠衣　３位　丸野麗那
　演技競技の部　最優秀　田口真耶･上村悠衣
　　　　　　　　優　秀　丸野麗那･盛田亜紀 
◇県高校新人体育大会 なぎなた競技
　団体試合の部　１位
　個人競技の部　１位　丸野麗那
　　　　　　　　２位　盛田亜紀　３位　柳田美結
　演技競技の部　１位　丸野麗那･盛田亜紀
　　　　　　　　２位　柳田美結･當房夢佳
◇平成28年度 いきいき教育活動表彰
●女子バレーボール部
◇全九州総合選手権県予選　ベスト16
◇県高校総体　ベスト16　
●水泳部
◇県高校春季水泳大会
　200ｍ背泳ぎ　５位　赤木太志朗
　200ｍ平泳ぎ　６位　下久保佑哉

◇県高校総体 水泳競技
　100ｍ平泳ぎ　８位　下久保佑哉
　200ｍ平泳ぎ　６位　下久保佑哉
◇県高校新人大会 水泳競技
　200ｍ背泳ぎ　８位　赤木太志朗
　100ｍ平泳ぎ　８位　下久保佑哉
　200ｍ平泳ぎ　５位　下久保佑哉
◇九州高校総体 水泳競技
　100ｍ平泳ぎ･200ｍ平泳ぎ出場　下久保佑哉
◇九州高校新人大会 水泳競技
　200ｍ背泳ぎ･400ｍメドレーリレー出場
　赤木太志朗
　400ｍメドレーリレー出場　桑原幸生
　100ｍ平泳ぎ･200ｍ平泳ぎ･400ｍメドレーリレー
　　　　　　　出場　下久保佑哉
　100ｍバタフライ･400ｍメドレーリレー出場
　温井友大
●柔道部
◇県高校新人体育大会 柔道競技
　個人81㎏級　３位　上原大平
◇県下高校柔道選手権大会
　個人81㎏級　３位　上原大平
●音楽部
◇県吹奏楽コンクール　銀賞
◇県高校音楽コンクール　
　金管楽器部門　銀賞　小原果林
◇鹿児島国際音楽コンクール
　管弦打楽器部門 　３位　小原果林
◇県吹奏楽ソロコンテスト
　テューバ　  銀賞　永野美紗
　ユーフォニアム　銀賞　小原果林
●書道部
◇高円宮杯日本武道館書写書道大展覧会毛筆の部
　日本武道館賞　小山美紅　轟木さくら
　大会奨励賞　　中村璃奈　蔵元遥　黒瀬菜生
●美術部
◇県高校美術展
　奨励賞（洋画部門）　米田百花　五反田実果
●ＥＳＳ部
◇崇城イングリッシュチャレンジ2016
　シルク特別賞	 　井手悠哉･國﨑史人
●その他
◇第５回 ～家族を歌う～河

かわ

野
の

裕
ゆう

子
こ

短歌賞
　青春の歌部門 　入選　白澤希
◇第59回県児童生徒作文コンクール
　特選　萩原千聖　　入選　鎌田実里

平成28年度部活動大会成績平成28年度部活動大会成績
（県大会以上を掲載）（県大会以上を掲載）
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地元、川辺の名酒から県内ブランド
酒まで多数取揃えております。
御注文いただければ、即、発送致します。

名水百選の街川辺
南薩摩の銘酒専門
（有）蔵 元 商 店
鹿児島県南九州市
川辺町野崎2579-2
TEL（0993）56-4566
FAX（0993）56-3939

手づくりの技
ひとつひとつ真心込めて…

　

代表取締役　原口　和秋
鹿児島県南九州市川辺町平山6842番地

（鹿児島銀行川辺支店前）
電話0993-56-1107

URL　http://www.zuikoudou.com/
Fax 0993-56-4568

E-Mail　info@zuikoudou.com

鹿児島特産

さつま あくまき
さつまあくまき本舗

有限会社　梅　　木
代表取締役会長　大久保　久通
代表取締役社長　梅 木　康 博

本社工場
鹿児島県南九州市川辺町平山6794
　　TEL（0993）56-0126（代）

FAX（0993）56-1184

代表取締役　新　谷　昭　彦
（Ｓ59年卒）

〒897―0213
鹿児島県南九州市川辺町小野1184
T E L  ０９９３―５６―０３２１
FAX  ０９９３―５６―２１７３

森田建設（株）
本部同窓会
副 会 長 森 田　剛（S43卒）

川辺町上山田4330
TEL.0993-57-3321
FAX.0993-57-3323

川辺町
高田郵便局

本部同窓会
副 会 長 高田 政雄（S48卒）

川辺町高田355
TEL.0993-56-1525

JXエネルギー株式会社特約店
三井住友海上火災保険株式会社代理店

株式会社 前 野 石 油
株式会社 前 野 設 備

代表取締役会長　前野　政美
代表取締役社長　前野　耕作

■石油事業部■ガス事業部
■車販・太陽光事業部
■住宅関連事業部■損害総合保険事業部
■車検事業部　車検・板金センター
（国土交通省運輸局指定工場　指定番号 鹿-885）

本社 〒897-0211 鹿児島県南九州市川辺町両添1026
TEL0993-56-1336（代） FAX0993-56-3983

健康維持のために�
核酸ドリンク
水素水生成器

・水素（H）が抜けない 
ナノバブル活性水素水

・科学的根拠・世界特許10 ヶ国取得

オゾン発生器
シャインライフ社
代　表　大坪憲市

医療法人 菊 野 会
整
形
外
科
・
神
経
内
科
・
消
化
器
内
科

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
科
・
リ
ウ
マ
チ
科

菊

野

病

院

介
護
老
人
保
健
施
設

か
わ
な
べ
寿
光
苑

川
辺
訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
小
菊

介
護
支
援

セ

ン

タ

ー

療
育
セ
ン
タ
ー
あ
お
ぞ
ら

　

理
事
長　

菊

野

竜
一
郎

　

会　
長　

菊

野

光

郎

�

南
九
州
市
川
辺
町
平
山
三
八
一
五

�

電
話（
五
六
）一
一
三
五

本格焼酎　さつま　　　

㈱尾込商店
代表取締役　尾込　宜希

〒897―0215
鹿児島県南九州市川辺町平山6855－1

電話 0993―56―0075
Fax 0993―56―0596

　　　本格焼酎　八幡

高良酒造高良酒造㈲㈲
代表取締役　高良　武信
〒897―0214
鹿児島県南九州市川辺町宮4340

電話 0993―56―0181
Ｆａｘ 0993―56―0585
お酒は20歳になってから
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南
みなみ

谷
たに

洋
ひろ

至
たか

法律事務所
弁護士　南 谷 洋 至

（昭和４９年卒）
金峰町白川・阿多中出身

世界一の人生応援団長を目指しています。
いつのときも、神戈陵魂が、心の支えです。

〒810-0041 福岡市中央区大名一丁目８番12号
第二西部ビル3階・南谷洋至法律事務所
TEL ０9２‒73６‒1531　FAX 092-736-1533

（川辺高校福岡同窓会事務局）

南谷綜合法律事務所
弁 護 士　南 谷 知 成（昭和36年卒）
弁 護 士　南 谷 敦 子（長女）
弁 護 士　南 谷 博 子（三女）
パラリーガル　西　真由子（平成17年卒）

南谷朝子公認会計士事務所
公認会計士　南 谷 朝 子（二女）

〒810-0041
福岡県福岡市中央区大名 1丁目８-10

福岡安藤ハザマビル 5F
TEL：０9２‒724‒1113
http://minamitani-law.jp/

関東さつま川辺会
第２8回総会は、平成30年 3 月11日（日）
12：００よりホテルメトロポリタンエド
モント（千代田区飯田橋）で開催致しま
す。川辺出身の方に限らず、ご縁のあ
る方々のご参加をお待ちしております。

会長　川 野 博 一
（川辺高昭和３７年卒）

連絡先　〒181-0005 三鷹市中原３‒８‒３０
事務局長　吉　留　浩　一（０４２２‒２６‒７０６５）

シモ動物病院
院長　霜 出 幸 七

（41年卒）

〒891―０１１３
鹿児島市東谷山３－３６－１１
電話 099―267―5959

愛犬・愛猫の病気の予防
治療に、ご利用ください。

ミネ・アニマル ヘルス
獣医師　峯 苫 稔 三

（41年卒）

〒３００―１６２２
茨城県利根町布川４５４―１８０
電話：０９０―２４４０―７１０９

家畜の病気を予防し、安心・
安全な畜産物の生産に取り
組んでいます。

社会福祉法人 緑が丘福祉会

緑 が 丘 保 育 園
こばとこども園
理事長　室 屋 　 徹（37年卒）
園　長　室 屋 正 枝（41年卒）

〒897―0215
鹿児島県南九州市川辺町平山2522番地
TEL 0993―56―1505　FAX 0993―56―1736

伸びる芽に
水を  光を  よき土を

会員の皆様のご健勝を
お祈り申し上げます。

前会長（昭34年）大平政弘
〒247-0025 横浜市栄区上之町 47-16

電話：045-891-0197

 コバルト
　 プランニング
より良い未来の創造に
向けて、夢をかなえる
手助けをいたします

ストラテジスト

小原 東洋明
（昭和38年卒）
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応援ありがとうございました。
♪ぼくら離れ離れになろうとも
クラス仲間はいつまでも♪
NHKのど自慢出場者（46年卒）
本誌11頁掲載写真左から
　　塗木　実雄（中央中）
　　小原　真理（川辺中）
　　馬渡武弘先生
　　床並　一矢（川辺中）
　　小薗　義文（川辺中）
　　瀬戸　恵　 （万世中）
　　深田　安秋（知覧中）
　　峯元　政公（川辺中）
　　外薗（林川）千代子（中央中）
　　武田　健志（中央中）

平素は東京同窓会に格別な
ご高配を賜り御礼申し上げます。

「行ってみたい同窓会」

「行ってよかった同窓会」

作りを目指して努力して参ります。

川辺高等学校東京同窓会
会　長　小原　東洋明

昭和40年卒業の皆様へ
人生七十古来稀
という年齢を迎えました

人生今が一番若い！
（永六輔）

残りの人生の出発点です

さあ 大きな夢を描こう！
昭和40年卒有志

私たちは
来年度総会懇親会の
年度幹事です

10年に一度の大役です
皆さんのご協力をお願いします

第42回総会懇親会
平成30年6月2日（土）
9：00 ～ 15：00

ワシントンホテルにて

第41回総会懇親会

 
★川辺高校東京同窓会会報誌 

JA鹿児島県経済連直営店 鹿鹿児児島島華華蓮蓮銀銀座座店店 

南国鹿児島で育てられた鹿鹿児児島島黒黒牛牛・・鹿鹿児児島島黒黒豚豚・・黒黒ささつつまま鶏鶏・・旬旬のの野野菜菜など 

確かな食材でおもてなし致します。 

 

東京都中央区銀座 8-8-8 銀座 888ビル 9F  TEL 03-3572-3153 

【営】○昼11：30～14：00 ○夜17：30～22：30 

【休】毎月第 3日曜日（連休の場合は最終日） 

 

 

 

昭和45年卒

「川辺高校東京同窓会存亡の危機�」
過去５年間平成年度卒業者の出席が異常に少ない、
これでは途々に会がしぼんでしまうと思います。よ
って、平成年度卒業生との交流を行ない、少しでも
会員を増やしこの同窓会がすたれるのをふせぐ為に
今から準備して行きましょう。
昭和45年卒有志名付けて「アクティ 45」

株式会社 盈
えい

進
しん

社
しゃ

〒102-0072　東京都千代田区飯田橋2-3-2 三信ビル
TEL 03-3262-3471㈹　FAX 03-5210-7226
Eメール：info@eishinsya.co.jp

知的
創造
企画編集から製本まで 自費出版大歓迎� カラー名刺・絵ハガキ・ 
封筒・ポスター・横断幕　小部数でも安価でできます ご相談下さい

小社は学校の教材や書籍、チラシなど印刷物全般を専門に、千代
田区で創業50年、本作りの専門会社です。自社で入力から製本ま
で一括で出来るからこそ、安価でご提供させて頂いております。

源げ
ん

泉せ
ん

混こ
ん

混こ
ん

と
し
て
、

昼
夜
を
舎お

か
ず
。

科あ
な

に
盈み

ち
て

面し
か

る
後
に
進
み
、

四し

海か
い

に
放い
た

る
。

（「
孟
子
」
離
婁
下
よ
り
）
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われら神戈陵同窓生

昭和20,23,25,29,30年卒

昭和32年卒

昭和34年卒

昭和36,37年卒

昭和27,28年卒

昭和33年卒

昭和35年卒

昭和38年卒
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われら神戈陵同窓生

昭和40,43年卒

昭和44,46,47年卒

昭和48,50年卒

昭和51,52年卒

昭和41年卒

昭和45年卒

昭和49年卒（年度幹事）、南谷特別講演講師

昭和53,54年卒
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われら神戈陵同窓生

昭和57年～平成年度卒 

大盛況の特別講演

新会長あいさつ、新役員紹介

楽しく輪になって踊る同窓生

朝早くから準備作業中の年度幹事、役員

下園教諭のミニコンサート

大平前会長、南谷前副会長、ご苦労様でした

校歌斉唱
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第
四
十
一回
総
会
の
報
告

　

六
月
三
日
新
宿
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
た
総
会
に
お
い
て
、
会
務
報
告

（
別
表
参
照
）、会
計
報
告
（
別
表
参
照
）

が
あ
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
今
期
は

役
員
改
選
の
年
に
あ
た
り
、
別
表
の
通
り

総
勢
八
十
二
名
の
新
役
員
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。
会
則
に
は
、
百
名
の
役
員
を
置
く

と
定
め
て
お
り
、
二
十
名
ほ
ど
の
欠
員
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
頂
け
る
方
は
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
い
つ
も
楽
し
い
役
員

会
で
す
よ
。

新
規
会
員
の
発
掘

　

現
在
、
会
員
総
数
は
凡
そ
千
五
十
名
、

毎
年
二
十
名
ほ
ど
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
数
年
の
内
に
一
千

名
を
割
り
込
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
か
ら
の
五
年
間
に
八
十

歳
を
迎
え
る
昭
和
三
十
一
年
か
ら
三
十
五

年
卒
の
皆
さ
ん
は
全
体
の
十
八
％
を
占
め

て
お
り
、
次
の
数
年
で
総
会
懇
親
会
出
席

者
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
昭
和
五
十
年
卒
以
降
四
十
年
間

の
会
員
数
は
全
体
の
十
三
％
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
こ
の
年
代
の
会
員
を
如
何
に
し
て
発

掘
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

年
会
費
納
入
の
お
願
い

　

東
京
同
窓
会
は
会
員
の
皆
様
か
ら
納
入

頂
い
た
年
会
費
（
年
間
一
〇
〇
〇
円
）
で

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
に
、
総
会
案
内

状
送
付
の
通
信
費
、
会
報
誌
作
成
費
用
に

充
て
ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
年
会
費

の
納
入
が
少
な
い
と
運
営
に
支
障
を
き
た

す
こ
と
と
な
り
ま
す
。
年
会
費
は
、
総
会

案
内
状
送
付
時
に
振
込
用
紙
を
同
封
し
納

入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、
会
報
誌
発

行
時
点
で
年
会
費
納
入
の
確
認
が
出
来
て

い
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
振
込
用
紙
を
再

発
行
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
是
非
と
も
年

会
費
の
納
入
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。。

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
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      ＊＊＊＊＊＊  ココミミュュニニケケーーシショョンン  ししままししょょうう！！  ＊＊＊＊＊＊  

 
同窓会の様子や母校の様子を知ることができます。 
どうぞ、お気軽に覗いてください！ 
 

川川辺辺高高校校東東京京同同窓窓会会ホホーームムペペーージジ ： http://www.kawanabe-hs-tokyo.com/ 

東京同窓会の総会などイベントの様子を記録に残します！ 

 
 

フフェェーーススブブッックク：：  ペペーージジ名名  川川辺辺高高校校  東東京京同同窓窓会会 FFBBココミミュュニニテティィ 

 

 

川川辺辺高高校校ホホーームムペペーージジ：：    hhttttpp::////wwwwww..eedduu..pprreeff..kkaaggoosshhiimmaa..jjpp//sshh//kkaawwaannaabbee//  

川川辺辺高高校校公公式式ブブロロググ  ：：hhttttpp::////kkaawwaannaabbee..eedduu..pprreeff..kkaaggoosshhiimmaa..jjpp//  

写写真真ももたたくくささんんあありり、、生生徒徒のの生生きき生生ききししたた姿姿をを見見るるここととががででききまますす。。  

  

ＱＲコード 

ＱＲコード 

ＱＲコード 

お気軽に入力を！ 

総会の写真がたくさ

ん載っています！ 

フェイスブック：
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�

事
務
局
長　

中
原
信
寛

�

（
昭
和
五
二
年
卒
）

大
雨
と
猛
暑
が
続
く

時
と
し
て
地
震
も
あ
る

気
に
な
る
の
は
故
郷
の
こ
と
だ

自
分
が
住
ん
で
い
る
場
所
で
は
な
い

電
話
す
る
と
何
も
心
配
な
い
と
言
う

古
び
た
家
と
年
老
い
た
親
だ
け
ど

心
配
さ
れ
る
の
は
電
話
を
か
け
た
方
だ

親
は
親
の
ま
ま
変
わ
ろ
う
と
せ
ず

子
は
子
の
ま
ま
が
親
孝
行
な
の
か

故
郷
に
や
り
残
し
た
こ
と
を
忘
れ
ず

こ
の
地
で
親
の
思
い
に
応
え
て
い
る
か

大
し
た
こ
と
は
出
来
な
く
て
も

同
窓
会
に
集
ま
る
こ
と
は
出
来
る

ビ
ー
ル
で
は
な
く
焼
酎
で
乾
杯
だ

次
回
は
来
年
六
月
二
日
（
土
）

新
宿
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
で
す

さ
あ
、
お
は
ら
節
を
踊
ろ
う

忘
れ
か
け
て
い
る
鹿
児
島
弁
で

忘
れ
な
い
よ
う
に
故
郷
の
話
を
し
よ
う

変
わ
ら
ぬ
故
郷
は
東
京
に
も
あ
り
ま
す

編
集
者
：

小
原　

森
山　

松
永　

橋
本　

椎
原　

菊
永　

内
村　

中
原　

林　

田
中　

有
村　

鳥
海　

佐
藤　

原
口　

蔵
元　

峯
苫

母
校
へ
の
貢
献

　

私
た
ち
卒
業
生
は
母
校
の
活
躍
に
勇
気

と
活
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。
同
時
に
、
母

校
の
生
徒
さ
ん
た
ち
は
私
た
ち
卒
業
生
の

活
躍
に
希
望
と
勇
気
を
貰
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
母
校
と
私
た
ち
卒
業
生
は
相
互

依
存
関
係
に
あ
り
、
母
校
が
活
性
化
す
れ

ば
、
私
た
ち
卒
業
生
も
元
気
に
な
り
ま
す
。

母
校
の
発
展
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

東
京
同
窓
会
の
目
的
は
「
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
り
、
母
校
の
発
展
に
寄
与
す

る
」
と
会
則
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

母
校
か
ら
遠
く
離
れ
た
東
京
同
窓
会
に

で
き
る
事
は
限
ら
れ
て
き
ま
す
が
、
不
十

分
な
が
ら
も
、
経
済
的
支
援
を
も
っ
て
母

校
の
発
展
に
寄
与
し
た
い
と
考
え
、
第
四

十
一
回
総
会
に
於
い
て
、
二
十
万
円
の
寄

付
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
で
母
校
支
援
を

　

南
九
州
市
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
途

に
「
高
校
の
為
に
必
要
と
認
め
る
事
業
」

を
設
け
ま
し
た
。こ
の
使
途
を
選
択
し（
川

辺
高
校
と
記
入
）、
ふ
る
さ
と
納
税
す
る

と
、
川
辺
高
校
の
申
請
す
る
事
業
に
使
わ

れ
ま
す
。
間
接
的
に
母
校
を
支
援
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
税
額
控

除
、
返
礼
品
も
受
け
取
れ
ま
す
。
一
挙
三

得
で
す
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ち
な
み
に
一
万
円
の
納
税
で
、
鶏
肉
・

黒
豚
肉
・
和
牛
肉
の
ほ
か
、
餃
子
な
ど
の

返
礼
品
が
貰
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
知
覧

茶
も
貰
え
ま
す
の
で
、
上
記
枠
の
ふ
る
さ

と
納
税
の
お
申
込
み
方
法
に
沿
っ
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記
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第42回総会・懇親会のご案内
来年度の総会懇親会のご案内です

⑴ 日時：平成30年６月２日（土）
⑵ 場所：新宿ワシントンホテル
趣向を凝らし、お待ち申し上げます
卒業年度末尾０の付く年度の皆さん
年度幹事です　ご協力お願いします
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ふるさと納税のお申込み方法
お電話・FAXで
　南九州市役所ふるさと振興室
　〒897-0392 南九州市知覧町郡６２０４番地
　　TEL：0993-83-2511　FAX：0993-83-4469
インターネットで
　南九州市役所ホームページで検索ください
　ホームページのふるさと納税を選択
　ふるさとチョイスから申し込めます
　　　南九州市を選択してください
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特別講演の予告
第42回総会特別講演のご案内です

時間　11：00 ～ 11：45
テーマ「西郷を育てた名君　島津斉彬」
講師　　日本歴史文化研究所　教授

　　　　　　松 村 秀 明（昭和46年卒）
平成30年NHK大河ドラマは「西郷どん」
最下層の藩士西郷を選抜した斉彬の
深謀遠慮を分かり易くお話します

南九州市ふるさと納税
返礼品リストから
霧若緑とティーバッグセット
1万円の納税から
貰えます



上野のせごどん


